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    第一章


    
      1主しゅのしもべモーセが死しんだ後のち、主しゅはモーセの従者じゅうしゃ、ヌンの子こヨシュアに言いわれた、 2「わたしのしもべモーセは死しんだ。それゆえ、今いまあなたと、このすべての民たみとは、共ともに立たって、このヨルダンを渡わたり、わたしがイスラエルの人々ひとびとに与あたえる地ちに行いきなさい。 3あなたがたが、足あしの裏うらで踏ふむ所ところはみな、わたしがモーセに約束やくそくしたように、あなたがたに与あたえるであろう。 4あなたがたの領域りょういきは、荒野あらのからレバノンに及および、また大川おおかわユフラテからヘテびとの全ぜん地ちにわたり、日ひの入いる方ほうの大海たいかいに達たっするであろう。 5あなたが生いきながらえる日ひの間あいだ、あなたに当あたることのできる者ものは、ひとりもないであろう。わたしは、モーセと共ともにいたように、あなたと共ともにおるであろう。わたしはあなたを見放みはなすことも、見捨みすてることもしない。 6強つよく、また雄々おおしくあれ。あなたはこの民たみに、わたしが彼かれらに与あたえると、その先祖せんぞたちに誓ちかった地ちを獲えさせなければならない。 7ただ強つよく、また雄々おおしくあって、わたしのしもべモーセがあなたに命めいじた律法りっぽうをことごとく守まもって行おこない、これを離はなれて右みぎにも左ひだりにも曲まがってはならない。それはすべてあなたが行いくところで、勝利しょうりを得えるためである。 8この律法りっぽうの書しょをあなたの口くちから離はなすことなく、昼ひるも夜よるもそれを思おもい、そのうちにしるされていることを、ことごとく守まもって行おこなわなければならない。そうするならば、あなたの道みちは栄さかえ、あなたは勝利しょうりを得えるであろう。 9わたしはあなたに命めいじたではないか。強つよく、また雄々おおしくあれ。あなたがどこへ行いくにも、あなたの神かみ、主しゅが共ともにおられるゆえ、恐おそれてはならない、おののいてはならない」。
    


    
      10そこでヨシュアは民たみのつかさたちに命めいじて言いった、 11「宿営しゅくえいのなかを巡めぐって民たみに命めいじて言いいなさい、『糧食りょうしょくの備そなえをしなさい。三日かのうちに、あなたがたはこのヨルダンを渡わたって、あなたがたの神かみ、主しゅがあなたがたに与あたえて獲えさせようとされる地ちを獲えるために、進すすみ行いかなければならないからである』」。
    


    
      12ヨシュアはまたルベンびと、ガドびと、およびマナセの半はん部族ぶぞくに言いった、 13「主しゅのしもべモーセがあなたがたに命めいじて、『あなたがたの神かみ、主しゅはあなたがたのために安息あんそくの場所ばしょを備そなえ、この地ちをあなたがたに賜たまわるであろう』と言いった言葉ことばを記憶きおくしなさい。 14あなたがたの妻子さいしと家畜かちくとは、モーセがあなたがたに与あたえたヨルダンのこちら側がわの地ちにとどまらなければならない。しかし、あなたがたのうちの勇士ゆうしはみな武装ぶそうして、兄弟きょうだいたちの先さきに立たって渡わたり、これを助たすけなければならない。 15そして主しゅがあなたがたに賜たまわったように、あなたがたの兄弟きょうだいたちにも安息あんそくを賜たまわり、彼かれらもあなたがたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちを獲えるようになるならば、あなたがたは、主しゅのしもべモーセから与あたえられた、ヨルダンのこちら側がわ、日ひの出での方ほうにある、あなたがたの所有しょゆうの地ちに帰かえって、それを保たもつことができるであろう」。 16彼かれらはヨシュアに答こたえた、「あなたがわれわれに命めいじられたことをみな行おこないます。あなたがつかわされる所ところへは、どこへでも行いきます。 17われわれはすべてのことをモーセに聞きき従したがったように、あなたに聞きき従したがいます。ただ、どうぞ、あなたの神かみ、主しゅがモーセと共ともにおられたように、あなたと共ともにおられますように。 18だれであっても、あなたの命令めいれいにそむき、あなたの命めいじられる言葉ことばに聞きき従したがわないものがあれば、生いかしてはおきません。ただ、強つよく、また雄々おおしくあってください」。
    

  


  


  
    第二章


    
      1ヌンの子こヨシュアは、シッテムから、ひそかにふたりの斥候せっこうをつかわして彼かれらに言いった、「行いって、その地ち、特とくにエリコを探さぐりなさい」。彼かれらは行いって、名なをラハブという遊女ゆうじょの家いえにはいり、そこに泊とまったが、 2エリコの王おうに、「イスラエルの人々ひとびとのうちの数すう名めいの者ものが今夜こんやこの地ちを探さぐるために、はいってきました」と言いう者ものがあったので、 3エリコの王おうは人ひとをやってラハブに言いった、「あなたの所ところにきて、あなたの家いえにはいった人々ひとびとをここへ出だしなさい。彼かれらはこの国くにのすべてを探さぐるためにきたのです」。 4しかし、女おんなはすでにそのふたりの人ひとを入いれて彼かれらを隠かくしていた。そして彼女かのじょは言いった、「確たしかにその人々ひとびとはわたしの所ところにきました。しかし、わたしはその人々ひとびとがどこからきたのか知しりませんでしたが、 5たそがれ時とき、門もんの閉とじるころに、その人々ひとびとは出でて行いきました。どこへ行いったのかわたしは知しりません。急いそいであとを追おいなさい。追おいつけるでしょう」。 6その実じつ、彼女かのじょはすでに彼かれらを連つれて屋根やねにのぼり、屋上おくじょうに並ならべてあった亜麻あまの茎くきの中なかに彼かれらを隠かくしていたのである。 7そこでその人々ひとびとは彼かれらのあとを追おってヨルダンの道みちを進すすみ、渡わたし場ばへ向むかった。あとを追おう者ものが出でて行いくとすぐ門もんは閉とざされた。
    


    
      8ふたりの人ひとがまだ寝ねないうち、ラハブは屋上おくじょうにのぼって彼かれらの所ところにきた。 9そして彼かれらに言いった、「主しゅがこの地ちをあなたがたに賜たまわったこと、わたしたちがあなたがたをひじょうに恐おそれていること、そしてこの地ちの民たみがみなあなたがたの前まえに震ふるえおののいていることをわたしは知しっています。 10あなたがたがエジプトから出でてこられた時とき、主しゅがあなたがたの前まえで紅海こうかいの水みずを干ほされたこと、およびあなたがたが、ヨルダンの向むこう側がわにいたアモリびとのふたりの王おうシホンとオグにされたこと、すなわちふたりを、全滅ぜんめつされたことを、わたしたちは聞きいたからです。 11わたしたちはそれを聞きくと、心こころは消きえ、あなたがたのゆえに人々ひとびとは全まったく勇気ゆうきを失うしなってしまいました。あなたがたの神かみ、主しゅは上うえの天てんにも、下したの地ちにも、神かみでいらせられるからです。 12それで、どうか、わたしがあなたがたを親切しんせつに扱あつかったように、あなたがたも、わたしの父ちちの家いえを親切しんせつに扱あつかわれることをいま主しゅをさして誓ちかい、確たしかなしるしをください。 13そしてわたしの父母ふぼ、兄弟きょうだい、姉妹しまいおよびすべて彼かれらに属ぞくするものを生いきながらえさせ、わたしたちの命いのちを救すくって、死しを免まぬかれさせてください」。 14ふたりの人ひとは彼女かのじょに言いった、「もしあなたがたが、われわれのこのことを他たに漏もらさないならば、われわれは命いのちにかけて、あなたがたを救すくいます。また主しゅがわれわれにこの地ちを賜たまわる時とき、あなたがたを親切しんせつに扱あつかい、真実しんじつをつくしましょう」。
    


    
      15そこでラハブは綱つなをもって彼かれらを窓まどからつりおろした。その家いえが町まちの城壁じょうへきの上うえに建たっていて、彼女かのじょはその城壁じょうへきの上うえに住すんでいたからである。 16ラハブは彼かれらに言いった、「追手おってに会あわないように、あなたがたは山やまへ行いって、三日かの間あいだそこに身みを隠かくし、追手おっての帰かえって行いくのを待まって、それから去さって行いきなさい」。 17ふたりの人ひとは彼女かのじょに言いった、「あなたがわれわれに誓ちかわせたこの誓ちかいについて、われわれは罪つみを犯おかしません。 18われわれがこの地ちに討うち入いる時とき、わたしたちをつりおろした窓まどに、この赤あかい糸いとのひもを結むすびつけ、またあなたの父母ふぼ、兄弟きょうだい、およびあなたの父ちちの家族かぞくをみなあなたの家いえに集あつめなさい。 19ひとりでも家いえの戸口とぐちから外そとへ出でて、血ちを流ながされることがあれば、その責せめはその人ひと自身じしんのこうべに帰きすでしょう。われわれに罪つみはありません。しかしあなたの家いえの中なかにいる人ひとに手てをかけて血ちを流ながすことがあれば、その責せめはわれわれのこうべに帰きすでしょう。 20またあなたが、われわれのこのことを他たに漏もらすならば、あなたがわれわれに誓ちかわせた誓ちかいについては、われわれに罪つみはありません」。 21ラハブは言いった、「あなたがたの仰おおせのとおりにいたしましょう」。こうして彼かれらを送おくり出だしたので、彼かれらは去さった。そして彼女かのじょは赤あかいひもを窓まどに結むすんだ。
    


    
      22彼かれらは立たち去さって山やまにはいり、追手おってが帰かえるのを待まって、三日かの間あいだそこにとどまった。追手おっては彼かれらをあまねく道みちに捜さがしたが、ついに見みつけることができなかった。 23こうしてふたりの人ひとはまた山やまを下くだり、川かわを渡わたって、ヌンの子こヨシュアのもとにきて、その身みに起たったことをつぶさに述のべた。 24そしてヨシュアに言いった、「ほんとうに主しゅはこの国くにをことごとくわれわれの手てにお与あたえになりました。この国くにの住民じゅうみんはみなわれわれの前まえに震ふるえおののいています」。
    

  


  


  
    第三章


    
      1ヨシュアは朝あさ早はやく起おき、イスラエルの人々ひとびとすべてとともにシッテムを出立しゅったつして、ヨルダンに行いき、それを渡わたらずに、そこに宿やどった。 2三日かの後のち、つかさたちは宿営しゅくえいの中なかを行いき巡めぐり、 3民たみに命めいじて言いった、「レビびとである祭司さいしたちが、あなたがたの神かみ、主しゅの契約けいやくの箱はこをかきあげるのを見みるならば、あなたがたはその所ところを出立しゅったつして、そのあとに従したがわなければならない。 4そうすれば、あなたがたは行いくべき道みちを知しることができるであろう。あなたがたは前まえにこの道みちをとおったことがないからである。しかし、あなたがたと箱はことの間あいだには、おおよそ二千キュビトの距離きょりをおかなければならない。それに近ちかづいてはならない」。 5ヨシュアはまた民たみに言いった、「あなたがたは身みを清きよめなさい。あす、主しゅがあなたがたのうちに不思議ふしぎを行おこなわれるからである」。 6ヨシュアは祭司さいしたちに言いった、「契約けいやくの箱はこをかき、民たみに先立さきだって渡わたりなさい」。そこで彼かれらは契約けいやくの箱はこをかき、民たみに先立さきだって進すすんだ。
    


    
      7主しゅはヨシュアに言いわれた、「きょうからわたしはすべてのイスラエルの前まえにあなたを尊たっとい者ものとするであろう。こうしてわたしがモーセと共ともにいたように、あなたとともにおることを彼かれらに知しらせるであろう。 8あなたは契約けいやくの箱はこをかく祭司さいしたちに命めいじて言いわなければならない、『あなたがたは、ヨルダンの水みずぎわへ行いくと、すぐ、ヨルダンの中なかに立たちとどまらなければならない』」。 9ヨシュアはイスラエルの人々ひとびとに言いった、「あなたがたはここに近ちかづいて、あなたがたの神かみ、主しゅの言葉ことばを聞ききなさい」。 10そしてヨシュアは言いった、「生いける神かみがあなたがたのうちにおいでになり、あなたがたの前まえから、カナンびと、ヘテびと、ヒビびと、ペリジびと、ギルガシびと、アモリびと、エブスびとを、必かならず追おい払はらわれることを、次つぎのことによって、あなたがたは知しるであろう。 11ごらんなさい。全ぜん地ちの主しゅの契約けいやくの箱はこは、あなたがたに先立さきだってヨルダンを渡わたろうとしている。 12それゆえ、今いま、イスラエルの部族ぶぞくのうちから、部族ぶぞくごとにひとりずつ、合あわせて十二人にんを選えらびなさい。 13全ぜん地ちの主しゅなる神かみの箱はこをかく祭司さいしたちの足あしの裏うらが、ヨルダンの水みずの中なかに踏ふみとどまる時とき、ヨルダンの水みずは流ながれをせきとめられ、上うえから流ながれくだる水みずはとどまって、うず高たかくなるであろう」。
    


    
      14こうして民たみはヨルダンを渡わたろうとして天幕てんまくをいで立たち、祭司さいしたちは契約けいやくの箱はこをかき、民たみに先立さきだって行いったが、 15箱はこをかく者ものがヨルダンにきて、箱はこをかく祭司さいしたちの足あしが水みずぎわにひたると同時どうじに、——ヨルダンは刈入かりいれの間あいだ中ぢゅう、岸きし一面いちめんにあふれるのであるが、—— 16上うえから流ながれくだる水みずはとどまって、はるか遠とおくのザレタンのかたわらにある町まちアダムのあたりで、うず高たかく立たち、アラバの海うみすなわち塩しおの海うみの方ほうに流ながれくだる水みずは全まったくせきとめられたので、民たみはエリコに向むかって渡わたった。 17すべてのイスラエルが、かわいた地ちを渡わたって行いく間あいだ、主しゅの契約けいやくの箱はこをかく祭司さいしたちは、ヨルダンの中なかのかわいた地ちに立たっていた。そしてついに民たみはみなヨルダンを渡わたり終おわった。
    

  


  


  
    第四章


    
      1民たみが皆みな、ヨルダンを渡わたり終おわった時とき、主しゅはヨシュアに言いわれた、 2「民たみのうちから、部族ぶぞくごとにひとりずつ、合あわせて十二人にんを選えらび、 3彼かれらに命めいじて言いいなさい、『ヨルダンの中なかで祭司さいしたちが足あしを踏ふみとどめたその所ところから、石いし十二を取とり、それを携たずさえて渡わたり、今夜こんやあなたがたが宿やどる場所ばしょにすえなさい』」。 4そこでヨシュアはイスラエルの人々ひとびとのうちから、部族ぶぞくごとに、ひとりずつ、かねて定さだめておいた十二人にんの者ものを召めし寄よせ、 5ヨシュアは彼かれらに言いった、「あなたがたの神かみ、主しゅの契約けいやくの箱はこの前まえに立たって行いき、ヨルダンの中なかに進すすみ入はいり、イスラエルの人々ひとびとの部族ぶぞくの数かずにしたがって、おのおの石いし一つを取とり上あげ、肩かたにのせて運はこびなさい。 6これはあなたがたのうちに、しるしとなるであろう。後のちの日ひになって、あなたがたの子こどもたちが、『これらの石いしは、どうしたわけですか』と問とうならば、 7その時ときあなたがたは彼かれらに、むかしヨルダンの水みずが、主しゅの契約けいやくの箱はこの前まえで、せきとめられたこと、すなわちその箱はこがヨルダンを渡わたった時とき、ヨルダンの水みずが、せきとめられたことを告つげなければならない。こうして、それらの石いしは永久えいきゅうにイスラエルの人々ひとびとの記念きねんとなるであろう」。
    


    
      8イスラエルの人々ひとびとはヨシュアが命めいじたようにし、主しゅがヨシュアに言いわれたように、イスラエルの人々ひとびとの部族ぶぞくの数かずにしたがって、ヨルダンの中なかから十二の石いしを取とり、それを携たずさえて渡わたり、彼かれらの宿やどる場所ばしょへ行いって、そこにすえた。 9ヨシュアはまたヨルダンの中なかで、契約けいやくの箱はこをかく祭司さいしたちが、足あしを踏ふみとどめた所ところに、十二の石いしを立たてたが、今日こんにちまで、そこに残のこっている。 10箱はこをかく祭司さいしたちは、主しゅがヨシュアに命めいじて、民たみに告つげさせられた事ことが、すべて行おこなわれてしまうまで、ヨルダンの中なかに立たっていた。すべてモーセがヨシュアに命めいじたとおりである。民たみは急いそいで渡わたった。 11民たみがみな渡わたり終おわった時とき、主しゅの箱はこと祭司さいしたちとは、民たみの見みる前まえで渡わたった。 12ルベンの子孫しそんとガドの子孫しそん、およびマナセの部族ぶぞくの半なかばは、モーセが彼かれらに命めいじていたように武装ぶそうして、イスラエルの人々ひとびとに先立さきだって渡わたり、 13戦たたかいのために武装ぶそうしたおおよそ四万の者ものが戦たたかうため、主しゅの前まえに渡わたって、エリコの平野へいやに着ついた。 14この日ひ、主しゅはイスラエルのすべての人ひとの前まえにヨシュアを尊たっとい者ものとされたので、彼かれらはみなモーセを敬うやまったように、ヨシュアを一生いっしょうのあいだ敬うやまった。
    


    
      15主しゅはヨシュアに言いわれた、 16「あかしの箱はこをかく祭司さいしたちに命めいじて、ヨルダンから上あがってこさせなさい」。 17ヨシュアは祭司さいしたちに命めいじて言いった、「ヨルダンから上あがってきなさい」。 18主しゅの契約けいやくの箱はこをかく祭司さいしたちはヨルダンの中なかから上あがってきたが、祭司さいしたちの足あしの裏うらがかわいた地ちにあがると同時どうじに、ヨルダンの水みずはもとの所ところに流ながれかえって、以前いぜんのように、その岸きしにことごとくあふれた。
    


    
      19民たみは正月しょうがつの十日かに、ヨルダンから上あがってきて、エリコの東ひがしの境さかいにあるギルガルに宿営しゅくえいした。 20そしてヨシュアは、人々ひとびとがヨルダンから取とってきた十二の石いしをギルガルに立たて、 21イスラエルの人々ひとびとに言いった、「後のちの日ひにあなたがたの子こどもたちが、その父ちちに『これらの石いしは、どうしたわけですか』とたずねたならば、 22『むかしイスラエルがこのヨルダンを、かわいた地ちにされて渡わたったのだ』と言いって、その子こどもたちに知しらせなければならない。 23すなわちあなたがたの神かみ、主しゅはヨルダンの水みずを、あなたがたのために干ほしからして、あなたがたを渡わたらせてくださった。それはあたかも、あなたがたの神かみ、主しゅが、われわれのために紅海こうかいを干ほしからして、われわれを渡わたらせてくださったのと同おなじである。 24このようにされたのは、地ちのすべての民たみに、主しゅの手てに力ちからのあることを知しらせ、あなたがたの神かみ、主しゅをつねに恐おそれさせるためである」。
    

  


  


  
    第五章


    
      1ヨルダンの向むこう側がわ、すなわち西にしの方ほうにおるアモリびとの王おうたちと、海うみべにおるカナンびとの王おうたちとは皆みな、主しゅがイスラエルの人々ひとびとの前まえで、ヨルダンの水みずを干ほしからして、彼かれらを渡わたらせられたと聞きいて、イスラエルの人々ひとびとのゆえに、心こころは消きえ、彼かれらのうちに、もはや元気げんきもなくなった。
    


    
      2その時とき、主しゅはヨシュアに言いわれた、「火打石ひうちいしの小刀こがたなを造つくり、重かさねてまたイスラエルの人々ひとびとに割礼かつれいを行おこないなさい」。 3そこでヨシュアは火打石ひうちいしの小刀こがたなを造つくり、陽よう皮ひの丘おかで、イスラエルの人々ひとびとに割礼かつれいを行おこなった。 4ヨシュアが人々ひとびとに割礼かつれいを行おこなった理由りゆうはこうである。エジプトから出でてきた民たみのうちの、すべての男子だんし、すなわち、いくさびとたちは皆みな、エジプトを出でた後のち、途中とちゅう、荒野あらので死しんだが、 5その出でてきた民たみは皆みな、割礼かつれいを受うけた者ものであった。しかし、エジプトを出でた後のちに、途中とちゅう、荒野あらので生うまれた民たみは、みな割礼かつれいを受うけていなかった。 6イスラエルの人々ひとびとは四十年ねんの間あいだ、荒野あらのを歩あるいていて、そのエジプトから出でてきた民たみ、すなわち、いくさびとたちは、みな死しに絶たえた。これは彼かれらが主しゅの声こえに聞きき従したがわなかったので、主しゅは彼かれらの先祖せんぞたちに誓ちかって、われわれに与あたえると仰おおせられた地ち、乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちを、彼かれらに見みさせないと誓ちかわれたからである。 7ヨシュアが割礼かつれいを行おこなったのは、この人々ひとびとについで起おこされたその子こどもたちであった。彼かれらは途中とちゅうで割礼かつれいを受うけていなかったので、無む割礼かつれいの者ものであったからである。
    


    
      8すべての民たみに割礼かつれいを行おこなうことが終おわったので、民たみは宿営しゅくえいのうちの自分じぶんの所ところにとどまって傷きずの直なおるのを待まった。 9その時とき、主しゅはヨシュアに言いわれた、「きょう、わたしはエジプトのはずかしめを、あなたがたからころがし去さった」。それでその所ところの名なは、今日こんにちまでギルガルと呼よばれている。
    


    
      10イスラエルの人々ひとびとはギルガルに宿営しゅくえいしていたが、その月つきの十四日かの夕暮ゆうぐれ、エリコの平野へいやで過越すぎこしの祭まつりを行おこなった。 11そして過越すぎこしの祭まつりの翌日よくじつ、その地ちの穀物こくもつ、すなわち種たね入いれぬパンおよびいり麦むぎを、その日ひに食たべたが、 12その地ちの穀物こくもつを食たべた翌日よくじつから、マナの降ふることはやみ、イスラエルの人々ひとびとは、もはやマナを獲えなかった。その年としはカナンの地ちの産物さんぶつを食たべた。
    


    
      13ヨシュアがエリコの近ちかくにいたとき、目めを上あげて見みると、ひとりの人ひとが抜ぬき身みのつるぎを手てに持もち、こちらに向むかって立たっていたので、ヨシュアはその人ひとのところへ行いって言いった、「あなたはわれわれを助たすけるのですか。それともわれわれの敵てきを助たすけるのですか」。 14彼かれは言いった、「いや、わたしは主しゅの軍勢ぐんぜいの将しょうとして今いまきたのだ」。ヨシュアは地ちにひれ伏ふし拝はいして言いった、「わが主しゅは何なにをしもべに告つげようとされるのですか」。 15すると主しゅの軍勢ぐんぜいの将しょうはヨシュアに言いった、「あなたの足あしのくつを脱ぬぎなさい。あなたが立たっている所ところは聖せいなる所ところである」。ヨシュアはそのようにした。
    

  


  


  
    第六章


    
      1さてエリコは、イスラエルの人々ひとびとのゆえに、かたく閉とざして、出入でいりするものがなかった。 2主しゅはヨシュアに言いわれた、「見みよ、わたしはエリコと、その王おうおよび大だい勇士ゆうしを、あなたの手てにわたしている。 3あなたがた、いくさびとはみな、町まちを巡めぐって、町まちの周囲しゅういを一度ど回まわらなければならない。六日むいかの間あいだそのようにしなければならない。 4七人にんの祭司さいしたちは、おのおの雄羊おひつじの角つののラッパを携たずさえて、箱はこに先立さきだたなければならない。そして七日なぬか目めには七度ど町まちを巡めぐり、祭司さいしたちはラッパを吹ふき鳴ならさなければならない。 5そして祭司さいしたちが雄羊おひつじの角つのを長ながく吹ふき鳴ならし、そのラッパの音おとが、あなたがたに聞きこえる時とき、民たみはみな大声おおごえに呼よばわり、叫さけばなければならない。そうすれば、町まちの周囲しゅういの石いしがきは、くずれ落おち、民たみはみなただちに進すすんで、攻せめ上のぼることができる」。 6ヌンの子こヨシュアは祭司さいしたちを召めして言いった、「あなたがたは契約けいやくの箱はこをかき、七人にんの祭司さいしたちは雄羊おひつじの角つののラッパ七本ほんを携たずさえて、主しゅの箱はこに先立さきだたなければならない」。 7そして民たみに言いった、「あなたがたは進すすんで行いって町まちを巡めぐりなさい。武装ぶそうした者ものは主しゅの箱はこに先立さきだって進すすまなければならない」。
    


    
      8ヨシュアが民たみに命めいじたように、七人にんの祭司さいしたちは、雄羊おひつじの角つののラッパ七本ほんを携たずさえて、主しゅに先立さきだって進すすみ、ラッパを吹ふき鳴ならした。主しゅの契約けいやくの箱はこはそのあとに従したがった。 9武装ぶそうした者ものはラッパを吹ふき鳴ならす祭司さいしたちに先立さきだって行いき、しんがりは箱はこに従したがった。ラッパは絶たえ間まなく鳴なり響ひびいた。 10しかし、ヨシュアは民たみに命めいじて言いった、「あなたがたは呼よばわってはならない。あなたがたの声こえを聞きこえさせてはならない。また口くちから言葉ことばを出だしてはならない。ただ、わたしが呼よばわれと命めいじる日ひに、あなたがたは呼よばわらなければならない」。 11こうして主しゅの箱はこを持もって、町まちを巡めぐらせ、その周囲しゅういを一度ど回まわらせた。人々ひとびとは宿営しゅくえいに帰かえり、夜よるを宿営しゅくえいで過すごした。
    


    
      12翌朝よくあさヨシュアは早はやく起おき、祭司さいしたちは主しゅの箱はこをかき、 13七人にんの祭司さいしたちは、雄羊おひつじの角つののラッパ七本ほんを携たずさえて、主しゅの箱はこに先立さきだち、絶たえず、ラッパを吹ふき鳴ならして進すすみ、武装ぶそうした者ものはこれに先立さきだって行いき、しんがりは主しゅの箱はこに従したがった。ラッパは絶たえ間まなく鳴なり響ひびいた。 14その次つぎの日ひにも、町まちの周囲しゅういを一度ど巡めぐって宿営しゅくえいに帰かえった。六日むいかの間あいだそのようにした。
    


    
      15七日なぬか目めには、夜明よあけに、早はやく起おき、同おなじようにして、町まちを七度どめぐった。町まちを七度どめぐったのはこの日ひだけであった。 16七度目どめに、祭司さいしたちがラッパを吹ふいた時とき、ヨシュアは民たみに言いった、「呼よばわりなさい。主しゅはこの町まちをあなたがたに賜たまわった。 17この町まちと、その中なかのすべてのものは、主しゅへの奉納物ほうのうぶつとして滅ほろぼされなければならない。ただし遊女ゆうじょラハブと、その家いえに共ともにおる者ものはみな生いかしておかなければならない。われわれが送おくった使者ししゃたちをかくまったからである。 18また、あなたがたは、奉納物ほうのうぶつに手てを触ふれてはならない。奉納ほうのうに当あたり、その奉納物ほうのうぶつをみずから取とって、イスラエルの宿営しゅくえいを、滅ほろぼさるべきものとし、それを悩なやますことのないためである。 19ただし、銀ぎんと金きん、青銅せいどうと鉄てつの器うつわは、みな主しゅに聖せいなる物ものであるから、主しゅの倉くらに携たずさえ入いれなければならない」。 20そこで民たみは呼よばわり、祭司さいしたちはラッパを吹ふき鳴ならした。民たみはラッパの音おとを聞きくと同時どうじに、みな大声おおごえをあげて呼よばわったので、石いしがきはくずれ落おちた。そこで民たみはみな、すぐに上のぼって町まちにはいり、町まちを攻せめ取とった。 21そして町まちにあるものは、男おとこも、女おんなも、若わかい者ものも、老おいた者ものも、また牛うし、羊ひつじ、ろばをも、ことごとくつるぎにかけて滅ほろぼした。
    


    
      22その時ときヨシュアは、この地ちを探さぐったふたりの人ひとに言いった、「あの遊女ゆうじょの家いえにはいって、その女おんなと彼女かのじょに属ぞくするすべてのものを連つれ出だし、彼女かのじょに誓ちかったようにしなさい」。 23斥候せっこうとなったその若わかい人ひとたちははいって、ラハブとその父母ふぼ、兄弟きょうだい、そのほか彼女かのじょに属ぞくするすべてのものを連つれ出だし、その親族しんぞくをみな連つれ出だして、イスラエルの宿営しゅくえいの外そとに置おいた。 24そして火ひで町まちとその中なかのすべてのものを焼やいた。ただ、銀ぎんと金きん、青銅せいどうと鉄てつの器うつわは、主しゅの家いえの倉くらに納おさめた。 25しかし、遊女ゆうじょラハブとその父ちちの家いえの一族いちぞくと彼女かのじょに属ぞくするすべてのものとは、ヨシュアが生いかしておいたので、ラハブは今日こんにちまでイスラエルのうちに住すんでいる。これはヨシュアがエリコを探さぐらせるためにつかわした使者ししゃたちをかくまったためである。
    


    
      26ヨシュアは、その時とき、人々ひとびとに誓ちかいを立たてて言いった、「おおよそ立たって、このエリコの町まちを再建さいけんする人ひとは、主しゅの前まえにのろわれるであろう。

      
        その礎いしずえをすえる人ひとは長子ちょうしを失うしない、

        その門もんを建たてる人ひとは末すえの子こを失うしなうであろう」。

      

    


    
      27主しゅはヨシュアと共ともにおられ、ヨシュアの名声めいせいは、あまねくその地ちに広ひろがった。
    

  


  


  
    第七章


    
      1しかし、イスラエルの人々ひとびとは奉納物ほうのうぶつについて罪つみを犯おかした。すなわちユダの部族ぶぞくのうちの、ゼラの子こザブデの子こであるカルミの子こアカンが奉納物ほうのうぶつを取とったのである。それで主しゅはイスラエルの人々ひとびとにむかって怒いかりを発はっせられた。
    


    
      2ヨシュアはエリコから人々ひとびとをつかわし、ベテルの東ひがし、ベテアベンの近ちかくにあるアイに行いかせようとして、その人々ひとびとに言いった、「上のぼって行いって、かの地ちを探さぐってきなさい」。人々ひとびとは上のぼって行いって、アイを探さぐったが、 3ヨシュアのもとに帰かえってきて言いった、「民たみをことごとく行いかせるには及およびません。ただ二、三千人にんを上のぼらせて、アイを撃うたせなさい。彼かれらは少すくないのですから、民たみをことごとくあそこへやってほねおりをさせるには及およびません」。 4そこで民たみのうち、おおよそ三千人にんがそこに上のぼったが、ついにアイの人々ひとびとの前まえから逃にげ出だした。 5アイの人々ひとびとは彼かれらのうち、おおよそ三十六人にんを殺ころし、更さらに彼かれらを門もんの前まえからシバリムまで追おって、下くだり坂ざかで彼かれらを殺ころしたので、民たみの心こころは消きえて水みずのようになった。
    


    
      6そのためヨシュアは衣服いふくを裂さき、イスラエルの長老ちょうろうたちと共ともに、主しゅの箱はこの前まえで、夕方ゆうがたまで地ちにひれ伏ふし、ちりをかぶった。 7ヨシュアは言いった、「ああ、主しゅなる神かみよ、あなたはなにゆえ、この民たみにヨルダンを渡わたらせ、われわれをアモリびとの手てに渡わたして滅ほろぼさせられるのですか。われわれはヨルダンの向むこうに、安やすんじてとどまればよかったのです。 8ああ、主しゅよ。イスラエルがすでに敵てきに背せをむけた今いまとなって、わたしはまた何なにを言いい得えましょう。 9カナンびと、およびこの地ちに住すむすべてのものは、これを聞きいて、われわれを攻せめかこみ、われわれの名なを地ちから断たち去さってしまうでしょう。それであなたは、あなたの大おおいなる名なのために、何なにをしようとされるのですか」。
    


    
      10主しゅはヨシュアに言いわれた、「立たちなさい。あなたはどうして、そのようにひれ伏ふしているのか。 11イスラエルは罪つみを犯おかし、わたしが彼かれらに命めいじておいた契約けいやくを破やぶった。彼かれらは奉納物ほうのうぶつを取とり、盗ぬすみ、かつ偽いつわって、それを自分じぶんの所有物しょゆうぶつのうちに入いれた。 12それでイスラエルの人々ひとびとは敵てきに当あたることができず、敵てきに背せをむけた。彼かれらも滅ほろぼされるべきものとなったからである。あなたがたが、その滅ほろぼされるべきものを、あなたがたのうちから滅ほろぼし去さるのでなければ、わたしはもはやあなたがたとは共ともにいないであろう。 13立たって、民たみを清きよめて言いいなさい、『あなたがたは身みを清きよめて、あすのために備そなえなさい。イスラエルの神かみ、主しゅはこう仰おおせられる、「イスラエルよ、あなたがたのうちに、滅ほろぼされるべきものがある。その滅ほろぼされるべきものを、あなたがたのうちから除のぞき去さるまでは、敵てきに当あたることはできないであろう」。 14それゆえ、あすの朝あさ、あなたがたは部族ぶぞくごとに進すすみ出でなければならない。そして主しゅがくじを当あてられる部族ぶぞくは、氏族しぞくごとに進すすみいで、主しゅがくじを当あてられる氏族しぞくは、家族かぞくごとに進すすみいで、主しゅがくじを当あてられる家族かぞくは、男おとこひとりびとり進すすみ出でなければならない。 15そしてその滅ほろぼされるべきものを持もっていて、くじを当あてられた者ものは、その持もち物もの全部ぜんぶと共ともに、火ひで焼やかれなければならない。主しゅの契約けいやくを破やぶりイスラエルのうちに愚おろかなことを行おこなったからである』」。
    


    
      16こうしてヨシュアは朝あさ早はやく起おき、イスラエルを部族ぶぞくごとに進すすみ出ださせたところ、ユダの部族ぶぞくがくじに当あたり、 17ユダのもろもろの氏族しぞくを進すすみ出ださせたところ、ゼラびとの氏族しぞくが、くじに当あたった。ゼラびとの氏族しぞくを家族かぞくごとに進すすみ出ださせたところ、ザブデの家族かぞくが、くじに当あたった。 18ザブデの家族かぞくを男おとこひとりびとり進すすみ出ださせたところ、アカンがくじに当あたった。アカンはユダの部族ぶぞくのうちの、ゼラの子こ、ザブデの子こなるカルミの子こである。 19その時ときヨシュアはアカンに言いった、「わが子こよ、イスラエルの神かみ、主しゅに栄光えいこうを帰きし、また主しゅをさんびし、あなたのしたことを今いまわたしに告つげなさい。わたしに隠かくしてはならない」。 20アカンはヨシュアに答こたえた、「ほんとうにわたしはイスラエルの神かみ、主しゅに対たいして罪つみを犯おかしました。わたしがしたのはこうです。 21わたしはぶんどり物もののうちに、シナルの美うつくしい外套がいとう一枚まいと銀ぎん二百シケルと、目方めかた五十シケルの金きんの延のべ棒ぼう一本ぽんのあるのを見みて、ほしくなり、それを取とりました。わたしの天幕てんまくの中なかに、地ちに隠かくしてあります。銀ぎんはその下したにあります」。
    


    
      22そこでヨシュアは使者ししゃたちをつかわした。使者ししゃたちが天幕てんまくに走はしっていって見みると、それは彼かれの天幕てんまくに隠かくしてあって、銀ぎんもその下したにあった。 23彼かれらはそれを天幕てんまくの中なかから取とり出だして、ヨシュアとイスラエルのすべての人々ひとびとの所ところに携たずさえてきたので、それを主しゅの前まえに置おいた。 24ヨシュアはすべてのイスラエルびとと共ともに、ゼラの子こアカンを捕とらえ、かの銀ぎんと外套がいとうと金きんの延のべ棒ぼう、および彼かれのむすこ、娘むすめ、牛うし、ろば、羊ひつじ、天幕てんまくなど、彼かれの持もち物ものをことごとく取とって、アコルの谷たにへ引ひいていった。 25そしてヨシュアは言いった、「なぜあなたはわれわれを悩なやましたのか。主しゅは、きょう、あなたを悩なやまされるであろう」。やがてすべてのイスラエルびとは石いしで彼かれを撃うち殺ころし、また彼かれの家族かぞくをも石いしで撃うち殺ころし、火ひをもって焼やいた。 26そしてアカンの上うえに石塚いしづかを大おおきく積つみ上あげたが、それは今日こんにちまで残のこっている。そして主しゅは激はげしい怒いかりをやめられたが、このことによって、その所ところの名なは今日こんにちまでアコルの谷たにと呼よばれている。
    

  


  


  
    第八章


    
      1主しゅはヨシュアに言いわれた、「恐おそれてはならない、おののいてはならない。いくさびとを皆みな、率ひきい、立たって、アイに攻せめ上のぼりなさい。わたしはアイの王おうとその民たみ、その町まち、その地ちをあなたの手てに授さづける。 2あなたは、さきにエリコとその王おうにしたとおり、アイとその王おうとにしなければならない。ただし、ぶんどり物ものと家畜かちくとは戦利せんり品ひんとしてあなたがたのものとすることができるであろう。あなたはまず、町まちのうしろに伏兵ふくへいを置おきなさい」。
    


    
      3ヨシュアは立たって、すべてのいくさびとと共ともに、アイに攻せめ上のぼろうとして、まず大だい勇士ゆうし三万人にんを選えらび、それを夜よるのうちにつかわした。 4ヨシュアは彼かれらに命めいじて言いった、「あなたがたは町まちに向むかって、町まちのうしろに伏ふせていなければならない。町まちを遠とおく離はなれないで、みな備そなえをしていなければならない。 5わたしとわたしに従したがう民たみとは皆みな共ともに、町まちに攻せめ寄よせよう。そして彼かれらが前まえのようにわれわれにむかって出でてくるとき、われわれは彼かれらの前まえから逃にげるであろう。 6そうすれば彼かれらはわれわれを追おって出でてくるであろうから、われわれはついに彼かれらを町まちからおびき出だすことができる。彼かれらは言いうであろう、『この人々ひとびとはまた前まえのように、われわれの前まえから逃にげていく』。こうしてわれわれは彼かれらの前まえから逃にげるであろう。 7その時とき、あなたがたは伏ふせている所ところから立たち上あがって、町まちを取とらなければならない。あなたがたの神かみ、主しゅがそれをあなたがたの手てに与あたえられるからである。 8あなたがたが、町まちを取とったならば、町まちに火ひを放はなち、主しゅが命めいじられたようにしなければならない。わたしはこう、あなたがたに命めいじるのである」。 9そうしてヨシュアが彼かれらをつかわしたので、彼かれらはアイの西方せいほう、ベテルとアイの間あいだの待まち伏ぶせする場所ばしょに行いって身みを伏ふせた。ヨシュアはその夜よる、民たみの中なかに宿やどった。
    


    
      10ヨシュアは明あくる朝あさ、早はやく起おきて、民たみを集あつめ、イスラエルの長老ちょうろうたちと共ともに、民たみに先立さきだって、アイに上のぼっていった。 11彼かれと共ともにいたいくさびとたちもみな上のぼっていって、町まちの前まえに近ちかづき、アイの北きたに陣じんを取とった。彼かれらとアイの間あいだには、一つの谷たにがあった。 12ヨシュアはおおよそ五千人にんをとって、町まちの西方せいほう、ベテルとアイの間あいだに、伏ふせておいた。 13こうして民たみの主力しゅりょくを町まちの北きたにおき、しんがりを町まちの西にしにおいた。ヨシュアはその夜よ、谷たにの中なかで宿やどった。 14アイの王おうはこれを見みて、すべての民たみと共ともに、急いそいで、早はやく起おき、アラバに行いく下くだり坂ざかに進すすみ出でて、イスラエルと戦たたかった。しかし、王おうは町まちのうしろに、すきをうかがう伏兵ふくへいのおることを知しらなかった。 15ヨシュアはイスラエルのすべての人々ひとびとと共ともに、彼かれらに打うち破やぶられたふりをして、荒野あらのの方向ほうこうへ逃にげだしたので、 16その町まちの民たみはみな呼よばわり集あつまって彼かれらのあとを追おい、ヨシュアのあとを追おって町まちからおびき出だされ、 17アイにもベテルにも残のこっているものはひとりもなく、みな出でてイスラエルのあとを追おい、町まちを開あけ放はなして、イスラエルのあとを追おった。
    


    
      18その時とき、主しゅはヨシュアに言いわれた、「あなたの手てにあるなげやりを、アイの方ほうにさし伸のべなさい。わたしはその町まちをあなたの手てに与あたえるであろう」。そこでヨシュアが手てにしていたなげやりを、アイの方ほうにさし伸のべると、 19伏兵ふくへいはたちまちその場所ばしょから立たち上あがり、ヨシュアが手てをのべると同時どうじに、走はしって町まちに入はいり、それを取とって、ただちに町まちに火ひをかけた。 20それでアイの人々ひとびとが、うしろをふり返かえって見みると、町まちの焼やける煙けむりが天てんに立たちのぼっていたので、こちらへもあちらへも逃にげるすべがなかった。荒野あらのへ逃にげていった民たみも身みをかえして、追おってきた者ものに迫せまった。 21ヨシュアとすべてのイスラエルびとは、伏兵ふくへいが町まちを取とり、町まちの焼やける煙けむりが立たち上のぼるのを見みて、身みをかえしてアイの人々ひとびとを撃うった。 22また町まちを取とったものは町まちを出でて彼かれらに向むかったので、彼かれらは、こちらとあちらとからイスラエルの中なかにはさまれた。こうしてイスラエルびとが彼かれらを撃うったので、生いき残のこったもの、逃にげおおせたものは、ひとりもなかった。 23そしてアイの王おうを生いけどりにして、ヨシュアのもとへ連つれてきた。
    


    
      24イスラエルびとは、荒野あらのに追撃ついげきしてきたアイの住民じゅうみんをことごとく野ので殺ころし、つるぎをもってひとりも残のこさず撃うち倒たおしてのち、皆みなアイに帰かえり、つるぎをもってその町まちを撃うち滅ほろぼした。 25その日ひアイの人々ひとびとはことごとく倒たおれた。その数かずは男女だんじょあわせて一万二千人にんであった。 26ヨシュアはアイの住民じゅうみんをことごとく滅ほろぼしつくすまでは、なげやりをさし伸のべた手てを引ひっこめなかった。 27ただし、その町まちの家畜かちくおよび、ぶんどり品ひんはイスラエルびとが自分じぶんたちの戦利せんり品ひんとして取とった。主しゅがヨシュアに命めいじられた言葉ことばにしたがったのである。 28こうしてヨシュアはアイを焼やいて、永久えいきゅうに荒塚あらつかとしたが、それは今日こんにちまで荒あれ地ちとなっている。 29ヨシュアはまた、アイの王おうを夕方ゆうがたまで木きに掛かけてさらし、日ひの入いるころ、命めいじて、その死体したいを木きから取とりおろし、町まちの門もんの入口いりぐちに投なげすて、その上うえに石いしの大塚おおつかを積つみ上あげさせたが、それは今日こんにちまで残のこっている。
    


    
      30そしてヨシュアはエバル山やまにイスラエルの神かみ、主しゅのために一つの祭壇さいだんを築きずいた。 31これは主しゅのしもべモーセがイスラエルの人々ひとびとに命めいじたことにもとづき、モーセの律法りっぽうの書しょにしるされているように、鉄てつの道具どうぐを当あてない自然しぜんのままの石いしの祭壇さいだんであって、人々ひとびとはその上うえで、主しゅに燔祭はんさいをささげ、酬恩祭しゅうおんさいを供そなえた。 32その所ところで、ヨシュアはまたモーセの書かきしるした律法りっぽうを、イスラエルの人々ひとびとの前まえで、石いしに書かき写うつした。 33こうしてすべてのイスラエルびとは、本国ほんごく人じんも、寄留きりゅうの他国たこく人じんも、長老ちょうろう、つかさびと、さばきびとと共ともに、主しゅの契約けいやくの箱はこをかくレビびとである祭司さいしたちの前まえで、箱はこのこなたとかなたに分わかれて、半なかばはゲリジム山やまの前まえに、半なかばはエバル山やまの前まえに立たった。これは主しゅのしもべモーセがさきに命めいじたように、イスラエルの民たみを祝福しゅくふくするためであった。 34そして後のち、ヨシュアはすべての律法りっぽうの書しょにしるされている所ところにしたがって、祝福しゅくふくと、のろいとに関かんする律法りっぽうの言葉ことばをことごとく読よんだ。 35モーセが命めいじたすべての言葉ことばのうち、ヨシュアがイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうおよび女おんなと子こどもたち、ならびにイスラエルのうちに住すむ寄留きりゅうの他国たこく人じんの前まえで、読よまなかったものは一つもなかった。
    

  


  


  
    第九章


    
      1さて、ヨルダンの西側にしがわの、山地さんち、平地へいち、およびレバノンまでの大海たいかいの沿岸えんがんに住すむもろもろの王おうたち、すなわちヘテびと、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの王おうたちは、これを聞きいて、 2心こころを合あわせ、相あい集あつまって、ヨシュアおよびイスラエルと戦たたかおうとした。
    


    
      3しかし、ギベオンの住民じゅうみんたちは、ヨシュアがエリコとアイにおこなったことを聞きいて、 4自分じぶんたちも策略さくりゃくをめぐらし、行いって食料しょくりょう品ひんを準備じゅんびし、古ふるびた袋ふくろと、古ふるびて破やぶれたのを繕つくろったぶどう酒しゅの皮かわ袋ぶくろとを、ろばに負おわせ、 5繕つくろった古ふるぐつを足あしにはき、古ふるびた着物きものを身みにつけた。彼かれらの食料しょくりょうのパンは、みなかわいて、砕くだけていた。 6彼かれらはギルガルの陣営じんえいのヨシュアの所ところにきて、彼かれとイスラエルの人々ひとびとに言いった、「われわれは遠とおい国くにからまいりました。それで今いまわれわれと契約けいやくを結むすんでください」。 7しかし、イスラエルの人々ひとびとはそのヒビびとたちに言いった、「あなたがたはわれわれのうちに住すんでいるのかも知しれないから、われわれはどうしてあなたがたと契約けいやくが結むすべましょう」。 8彼かれらはヨシュアに言いった、「われわれはあなたのしもべです」。ヨシュアは彼かれらに言いった、「あなたがたはだれですか。どこからきたのですか」。 9彼かれらはヨシュアに言いった、「しもべどもはあなたの神かみ、主しゅの名なのゆえに、ひじょうに遠とおい国くにからまいりました。われわれは主しゅの名声めいせい、および主しゅがエジプトで行おこなわれたすべての事ことを聞きき、 10また主しゅがヨルダンの向むこう側がわにいたアモリびとのふたりの王おう、すなわちヘシボンの王おうシホン、およびアシタロテにおったバシャンの王おうオグに行おこなわれたすべてのことを聞きいたからです。 11それで、われわれの長老ちょうろうたち、および国くにの住民じゅうみんはみなわれわれに言いいました、『おまえたちは旅路たびじの食料しょくりょうを手てに携たずさえていって、彼かれらに会あって言いいなさい、「われわれはあなたがたのしもべです。それで今いまわれわれと契約けいやくを結むすんでください」』。 12ここにあるこのパンは、あなたがたの所ところに来くるため、われわれが出立しゅったつする日ひに、おのおの家いえから、まだあたたかなのを旅たびの食料しょくりょうとして準備じゅんびしたのですが、今いまはもうかわいて砕くだけています。 13またぶどう酒しゅを満みたしたこれらの皮かわ袋ぶくろも、新あたらしかったのですが、破やぶれました。われわれのこの着物きものも、くつも、旅路たびじがひじょうに長ながかったので、古ふるびてしまいました」。 14そこでイスラエルの人々ひとびとは彼かれらの食料しょくりょう品ひんを共ともに食たべ、主しゅのさしずを求もとめようとはしなかった。 15そしてヨシュアは彼かれらと和わを講こうじ、契約けいやくを結むすんで、彼かれらを生いかしておいた。会衆かいしゅうの長ちょうたちは彼かれらに誓ちかいを立たてた。
    


    
      16契約けいやくを結むすんで三日かの後のちに、彼かれらはその人々ひとびとが近ちかくの人々ひとびとで、自分じぶんたちのうちに住すんでいるということを聞きいた。 17イスラエルの人々ひとびとは進すすんで、三日か目めにその町々まちまちに着ついた。その町々まちまちとは、ギベオン、ケピラ、ベエロテおよびキリアテ・ヤリムであった。 18ところで会衆かいしゅうの長ちょうたちが、すでにイスラエルの神かみ、主しゅをさして彼かれらに誓ちかいを立たてていたので、イスラエルの人々ひとびとは彼かれらを殺ころさなかった。そこで会衆かいしゅうはみな、長ちょうたちにむかってつぶやいた。 19しかし、長ちょうたちは皆みな、全ぜん会衆かいしゅうに言いった、「われわれはイスラエルの神かみ、主しゅをさして彼かれらに誓ちかった。それゆえ今いま、彼かれらに触ふれてはならない。 20われわれは、こうして彼かれらを生いかしておこう。そうすれば、われわれが彼かれらに立たてた誓ちかいのゆえに、怒いかりがわれわれに臨のぞむことはないであろう」。 21長ちょうたちはまた人々ひとびとに「彼かれらを生いかしておこう」と言いったので、彼かれらはついに、全ぜん会衆かいしゅうのために、たきぎを切きり、水みずをくむものとなった。長ちょうたちが彼かれらに言いったとおりである。
    


    
      22ヨシュアは彼かれらを呼よび寄よせて言いった、「あなたがたは、われわれのうちに住すみながら、なぜ『われわれはあなたがたからは遠とおく離はなれている』と言いって、われわれをだましたのか。 23それであなたがたは今いまのろわれ、奴隷どれいとなってわたしの神かみの家いえのために、たきぎを切きり、水みずをくむものが、絶たえずあなたがたのうちから出でるであろう」。 24彼かれらはヨシュアに答こたえて言いった、「あなたの神かみ、主しゅがそのしもべモーセに、この地ちをことごとくあなたがたに与あたえ、この地ちに住すむ民たみをことごとくあなたがたの前まえから滅ほろぼし去さるようにと、お命めいじになったことを、しもべどもは明あきらかに伝つたえ聞ききましたので、あなたがたのゆえに、命いのちが危あやういと、われわれは非常ひじょうに恐おそれて、このことをしたのです。 25われわれは、今いま、あなたの手てのうちにあります。われわれにあなたがして良よいと思おもい、正ただしいと思おもうことをしてください」。 26そこでヨシュアは、彼かれらにそのようにし、彼かれらをイスラエルの人々ひとびとの手てから救すくって殺ころさせなかった。 27しかし、ヨシュアは、その日ひ、彼かれらを、会衆かいしゅうのため、また主しゅの祭壇さいだんのため、主しゅが選えらばれる場所ばしょで、たきぎを切きり、水みずをくむ者ものとした。これは今日こんにちまでつづいている。
    

  


  


  
    第十章


    
      1エルサレムの王おうアドニゼデクは、ヨシュアがアイを攻せめ取とって、それを全まったく滅ほろぼし、さきにエリコとその王おうとにしたように、アイとその王おうにもしたこと、またギベオンの住民じゅうみんが、イスラエルと和わを講こうじて、そのうちにおることを聞きき、 2大おおいに恐おそれた。それは、ギベオンが大おおきな町まちであって、王おうの都みやこにもひとしいものであり、またアイより大おおきくて、そのうちの人々ひとびとが、すべて強つよかったからである。 3それでエルサレムの王おうアドニゼデクは、ヘブロンの王おうホハム、ヤルムテの王おうピラム、ラキシの王おうヤピア、およびエグロンの王おうデビルに人ひとをつかわして言いった、 4「わたしの所ところに上のぼってきて、わたしを助たすけてください。われわれはギベオンを撃うちましょう。ギベオンはヨシュアおよびイスラエルの人々ひとびとと和わを講こうじたからです」。 5アモリびとの五人にんの王おう、すなわちエルサレムの王おう、ヘブロンの王おう、ヤルムテの王おう、ラキシの王おう、およびエグロンの王おうは兵へいを集あつめ、そのすべての軍勢ぐんぜいを率ひきいて上のぼってきて、ギベオンに向むかって陣じんを取とり、それを攻せめて戦たたかった。
    


    
      6ギベオンの人々ひとびとは、ギルガルの陣営じんえいに人ひとをつかわし、ヨシュアに言いった、「あなたの手てを引ひかないで、しもべどもを助たすけてください。早はやく、われわれの所ところに上のぼってきて、われわれを救すくい、助たすけてください。山地さんちに住すむアモリびとの王おうたちがみな集あつまって、われわれを攻せめるからです」。 7そこでヨシュアはすべてのいくさびとと、すべての大だい勇士ゆうしを率ひきいて、ギルガルから上のぼって行いった。 8その時とき、主しゅはヨシュアに言いわれた、「彼かれらを恐おそれてはならない。わたしが彼かれらをあなたの手てにわたしたからである。彼かれらのうちには、あなたに当あたることのできるものは、ひとりもないであろう」。 9ヨシュアは、ギルガルから、よもすがら進すすみのぼって、にわかに彼かれらに攻せめよせたところ、 10主しゅは彼かれらを、イスラエルの前まえに、恐おそれあわてさせられたので、イスラエルはギベオンで彼かれらをおびただしく撃うち殺ころし、ベテホロンの上のぼり坂ざかをとおって逃にげる彼かれらを、アゼカとマッケダまで追撃ついげきした。 11彼かれらがイスラエルの前まえから逃にげ走はしって、ベテホロンの下くだり坂ざかをおりていた時とき、主しゅは天てんから彼かれらの上うえに大石おおいしを降ふらし、アゼカにいたるまでもそうされたので、多おおくの人々ひとびとが死しんだ。イスラエルの人々ひとびとがつるぎをもって殺ころしたものよりも、雹ひょうに打うたれて死しんだもののほうが多おおかった。
    


    
      12主しゅがアモリびとをイスラエルの人々ひとびとにわたされた日ひに、ヨシュアはイスラエルの人々ひとびとの前まえで主しゅにむかって言いった、

      
        「日ひよ、ギベオンの上うえにとどまれ、

        月つきよ、アヤロンの谷たににやすらえ」。

        13民たみがその敵てきを撃うち破やぶるまで、

        日ひはとどまり、

        月つきは動うごかなかった。

      
これはヤシャルの書しょにしるされているではないか。日ひが天てんの中空ちゅうくうにとどまって、急いそいで没ぼっしなかったこと、おおよそ一日にちであった。 14これより先さきにも、あとにも、主しゅがこのように人ひとの言葉ことばを聞ききいれられた日ひは一日にちもなかった。主しゅがイスラエルのために戦たたかわれたからである。
    


    
      15こうしてヨシュアはイスラエルのすべての人ひとと共ともにギルガルの陣営じんえいに帰かえった。
    


    
      16かの五人にんの王おうたちは逃にげて行いって、マッケダのほら穴あなに隠かくれたが、 17五人にんの王おうたちがマッケダのほら穴あなにかくれているのが見みつかったと、ヨシュアに告つげる者ものがあったので、 18ヨシュアは言いった、「ほら穴あなの口くちに大石おおいしをころがし、そのそばに人ひとを置おいて、守まもらせなさい。 19ただし、あなたがたは、そこにとどまらないで、敵てきのあとを追おい、そのしんがりを撃うち、彼かれらをその町まちにはいらせてはならない。あなたがたの神かみ、主しゅが彼かれらをあなたがたの手てに渡わたされたからである」。 20ヨシュアとイスラエルの人々ひとびとは、大おおいに彼かれらを撃うち殺ころし、ついに彼かれらを滅ほろぼしつくしたが、彼かれらのうちのがれて生いき残のこった者ものどもは、堅固けんごな町々まちまちに逃にげこんだので、 21民たみはみな安やすらかにマッケダの陣営じんえいのヨシュアのもとに帰かえってきたが、イスラエルの人々ひとびとにむかって舌したを鳴ならす者ものはひとりもなかった。
    


    
      22その時ときヨシュアは言いった、「ほら穴あなの口くちを開ひらいて、ほら穴あなから、かの五人にんの王おうたちを、わたしのもとにひき出だしなさい」。 23やがて、そのようにして、かの五人にんの王おうたち、すなわち、エルサレムの王おう、ヘブロンの王おう、ヤルムテの王おう、ラキシの王おう、およびエグロンの王おうを、ほら穴あなから彼かれのもとにひき出だした。 24この王おうたちをヨシュアのもとにひき出だした時とき、ヨシュアはイスラエルのすべての人々ひとびとを呼よび寄よせ、自分じぶんと共ともに行いったいくさびとの長ちょうたちに言いった、「近寄ちかよって、この王おうたちのくびに足あしをかけなさい」。そこで近寄ちかよって、その王おうたちのくびに足あしをかけたので、 25ヨシュアは彼かれらに言いった、「恐おそれおののいてはならない。強つよくまた雄々おおしくあれ。あなたがたが攻せめて戦たたかうすべての敵てきには、主しゅがこのようにされるのである」。 26そして後のちヨシュアは彼かれらを撃うって死しなせ、五本ほんの木きにかけて、夕暮ゆうぐれまで木きの上うえにさらして置おいたが、 27日ひの入いるころになって、ヨシュアが命めいじたので、これを木きからおろし、彼かれらが隠かくれていたほら穴あなに投なげ入いれ、ほら穴あなの口くちに大石おおいしを置おいた。これは今日こんにちまで残のこっている。
    


    
      28その日ひヨシュアはマッケダを取とり、つるぎをもって、それと、その王おうとを撃うち、その中なかのすべての人ひとを、ことごとく滅ほろぼして、ひとりも残のこさず、エリコの王おうにしたように、マッケダの王おうにもした。
    


    
      29こうしてヨシュアはイスラエルのすべての人ひとを率ひきいて、マッケダからリブナに進すすみ、リブナを攻せめて戦たたかった。 30主しゅが、それと、その王おうをも、イスラエルの手てに渡わたされたので、つるぎをもって、それと、その中なかのすべての人ひとを撃うち滅ほろぼして、ひとりもその中なかに残のこさず、エリコの王おうにしたように、その王おうにもした。
    


    
      31ヨシュアはまたイスラエルのすべての人ひとを率ひきいて、リブナからラキシに進すすみ、これに向むかって陣じんをしき、攻せめ戦たたかった。 32主しゅがラキシをイスラエルの手てに渡わたされたので、ふつか目めにこれを取とり、つるぎをもって、それと、その中なかのすべての人ひとを撃うち滅ほろぼした。すべてリブナにしたとおりであった。
    


    
      33その時とき、ゲゼルの王おうホラムが、ラキシを助たすけるために上のぼってきたので、ヨシュアは彼かれと、その民たみとを撃うち滅ほろぼして、ついにひとりも残のこさなかった。
    


    
      34ヨシュアはまたイスラエルのすべての人ひとを率ひきいて、ラキシからエグロンに進すすみ、これに向むかって陣じんをしき、攻せめ戦たたかった。 35その日ひこれを取とり、つるぎをもって、これを撃うち、その中なかのすべての人ひとを、ことごとくその日ひに滅ほろぼした。すべてラキシにしたとおりであった。
    


    
      36ヨシュアはまたイスラエルのすべての人ひとを率ひきいて、エグロンからヘブロンに進すすみ上のぼり、これを攻せめて戦たたかい、 37それを取とって、それと、その王おう、およびそのすべての町々まちまちと、その中なかのすべての人ひとを、つるぎをもって撃うち滅ほろぼし、ひとりも残のこさなかった。すべてエグロンにしたとおりであった。すなわち、それとその中なかのすべての人ひとを、ことごとく滅ほろぼした。
    


    
      38またヨシュアはイスラエルのすべての人ひとを率ひきいて、デビルへひきかえし、これを攻せめて戦たたかい、 39それと、その王おう、およびそのすべての町々まちまちを取とり、つるぎをもってそれを撃うち、その中なかのすべての人ひとを、ことごとく滅ほろぼし、ひとりも残のこさなかった。彼かれがデビルと、その王おうにしたことは、ヘブロンにしたとおりであり、またリブナと、その王おうにしたとおりであった。
    


    
      40こうしてヨシュアはその地ちの全部ぜんぶ、すなわち、山地さんち、ネゲブ、平地へいち、および山腹さんぷくの地ちと、そのすべての王おうたちを撃うち滅ほろぼして、ひとりも残のこさず、すべて息いきのあるものは、ことごとく滅ほろぼした。イスラエルの神かみ、主しゅが命めいじられたとおりであった。 41ヨシュアはカデシ・バルネアからガザまでの国々くにぐに、およびゴセンの全ぜん地ちを撃うち滅ほろぼして、ギベオンにまで及およんだ。 42イスラエルの神かみ、主しゅがイスラエルのために戦たたかわれたので、ヨシュアはこれらすべての王おうたちと、その地ちをいちどきに取とった。 43そしてヨシュアはイスラエルのすべての人ひとを率ひきいて、ギルガルの陣営じんえいに帰かえった。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1ハゾルの王おうヤビンは、これを聞きいて、マドンの王おうヨバブ、シムロンの王おう、およびアクサフの王おう、 2また北きたの山地さんち、キンネロテの南みなみのアラバ、平地へいち、西にしの方ほうのドルの高地こうちにおる王おうたち、 3すなわち、東西とうざいのカナンびと、アモリびと、ヘテびと、ペリジびと、山地さんちのエブスびと、ミヅパの地ちにあるヘルモンのふもとのヒビびとに使者ししゃをつかわした。 4そして彼かれらは、そのすべての軍勢ぐんぜいを率ひきいて出でてきた。その大軍たいぐんは浜はまべの砂すなのように数多かずおおく、馬うまと戦車せんしゃも、ひじょうに多おおかった。 5これらの王おうたちはみな軍ぐんを集あつめ、進すすんできて、共ともにメロムの水みずのほとりに陣じんをしき、イスラエルと戦たたかおうとした。 6その時とき、主しゅはヨシュアに言いわれた、「彼かれらのゆえに恐おそれてはならない。あすの今いまごろ、わたしは彼かれらを皆みなイスラエルに渡わたして、ことごとく殺ころさせるであろう。あなたは彼かれらの馬うまの足あしの筋すじを切きり、戦車せんしゃを火ひで焼やかなければならない」。 7そこでヨシュアは、すべてのいくさびとを率ひきいて、にわかにメロムの水みずのほとりにおし寄よせ、彼かれらを襲おそった。 8主しゅは彼かれらをイスラエルの手てに渡わたされたので、これを撃うち破やぶり、大だいシドンおよびミスレポテ・マイムまで、これを追撃ついげきし、東ひがしの方ほうでは、ミヅパの谷たにまで彼かれらを追おい、ついにひとりも残のこさず撃うちとった。 9ヨシュアは主しゅが命めいじられたとおりに彼かれらに行おこない、彼かれらの馬うまの足あしの筋すじを切きり、戦車せんしゃを火ひで焼やいた。
    


    
      10その時とき、ヨシュアはひきかえして、ハゾルを取とり、つるぎをもって、その王おうを撃うった。ハゾルは昔むかし、これらすべての国々くにぐにの盟主めいしゅであったからである。 11彼かれらはつるぎをもって、その中なかのすべての人ひとを撃うち、ことごとくそれを滅ほろぼし、息いきのあるものは、ひとりも残のこさなかった。そして火ひをもってハゾルを焼やいた。 12ヨシュアはこれらの王おうたちのすべての町々まちまち、およびその諸王しょおうを取とり、つるぎをもって、これを撃うち、ことごとく滅ほろぼした。主しゅのしもべモーセが命めいじたとおりであった。 13ただし、丘おかの上うえに立たっている町々まちまちをイスラエルは焼やかなかった。ヨシュアはただハゾルだけを焼やいた。 14これらの町まちのすべてのぶんどり物ものと家畜かちくとは、イスラエルの人々ひとびとが戦利せんり品ひんとして取とったが、人ひとはみなつるぎをもって、滅ほろぼし尽つくし、息いきのあるものは、ひとりも残のこさなかった。 15主しゅがそのしもべモーセに命めいじられたように、モーセはヨシュアに命めいじたが、ヨシュアはそのとおりにおこなった。すべて主しゅがモーセに命めいじられたことで、ヨシュアが行おこなわなかったことは一つもなかった。
    


    
      16こうしてヨシュアはその全ぜん地ち、すなわち、山地さんち、ネゲブの全ぜん地ち、ゴセンの全ぜん地ち、平地へいち、アラバならびにイスラエルの山地さんちと平地へいちを取とり、 17セイルへ上のぼって行いく道みちのハラク山やまから、ヘルモン山やまのふもとのレバノンの谷たににあるバアルガデまでを獲えた。そしてそれらの王おうたちを、ことごとく捕とらえて、撃うち殺ころした。 18ヨシュアはこれらすべての王おうたちと、長ながいあいだ戦たたかった。 19ギベオンの住民じゅうみんヒビびとのほかには、イスラエルの人々ひとびとと和わを講こうじた町まちは一つもなかった。町々まちまちはみな戦争せんそうをして、攻せめ取とったものであった。 20彼かれらが心こころをかたくなにして、イスラエルに攻せめよせたのは、もともと主しゅがそうさせられたので、彼かれらがのろわれた者ものとなり、あわれみを受うけず、ことごとく滅ほろぼされるためであった。主しゅがモーセに命めいじられたとおりである。
    


    
      21その時とき、ヨシュアはまた行いって、山地さんち、ヘブロン、デビル、アナブ、ユダのすべての山地さんち、イスラエルのすべての山地さんちから、アナクびとを断たち、彼かれらの町々まちまちをも共ともに滅ほろぼした。 22それでイスラエルの人々ひとびとの地ちに、アナクびとは、ひとりもいなくなった。ただガサ、ガテ、アシドドには、少すこし残のこっているだけであった。 23こうしてヨシュアはその地ちを、ことごとく取とった。すべて主しゅがモーセに告つげられたとおりである。そしてヨシュアはイスラエルの部族ぶぞくにそれぞれの分ぶんを与あたえて、嗣し業ぎょうとさせた。こうしてその地ちに戦争せんそうはやんだ。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1さてヨルダンの向むこう側がわ、日ひの出での方ほうで、アルノンの谷たにからヘルモン山やままで、および東ひがしアラバの全土ぜんどのうちで、イスラエルの人々ひとびとが撃うち滅ほろぼして地ちを取とった国くにの王おうたちは、次つぎのとおりである。 2まず、アモリびとの王おうシホン。彼かれはヘシボンに住すみ、その領地りょうちは、アルノンの谷たにのほとりにあるアロエル、および谷たにの中なかの町まちから、ギレアデの半なかばを占しめて、アンモンびととの境さかいであるヤボク川かわに達たっし、 3東ひがしの方ほうではアラバをキンネレテの湖みずうみまで占しめ、またアラバの海うみすなわち塩しおの海うみの東ひがしにおよび、ベテエシモテの道みちを経へて、南みなみはピスガの山やまのふもとに達たっした。 4次つぎにレパイムの生いき残のこりのひとりであったバシャンの王おうオグ。彼かれはアシタロテとエデレイとに住すみ、 5ヘルモン山やま、サレカ、およびバシャンの全土ぜんどを領りょうしたので、ゲシュルびと、およびマアカびとと境さかいを接せっし、またギレアデの半なかばを領りょうしたので、ヘシボンの王おうシホンと境さかいを接せっしていた。 6主しゅのしもべモーセと、イスラエルの人々ひとびととが、彼かれらを撃うち滅ほろぼし、そして主しゅのしもべモーセは、これらの地ちを、ルベンびと、ガドびと、およびマナセの半はん部族ぶぞくに与あたえて所有しょゆうとさせた。
    


    
      7ヨルダンのこちら側がわ、西にしの方ほうにあって、レバノンの谷たににあるバアルガデから、セイルへ上のぼって行いく道みちのハラク山やままでの間あいだで、ヨシュアと、イスラエルの人々ひとびととが、撃うち滅ほろぼした国くにの王おうたちは、次つぎのとおりである。ヨシュアは彼かれらの地ちをイスラエルの部族ぶぞくに、それぞれの分ぶんを与あたえて嗣し業ぎょうとさせた。 8これは、山地さんち、平地へいち、アラバ、山腹さんぷく、荒野あらの、およびネゲブであって、ヘテびと、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとの所領しょりょうであった。 9エリコの王おうひとり。ベテルのほとりのアイの王おうひとり。 10エルサレムの王おうひとり。ヘブロンの王おうひとり。 11ヤルムテの王おうひとり。ラキシの王おうひとり。 12エグロンの王おうひとり。ゲゼルの王おうひとり。 13デビルの王おうひとり。ゲデルの王おうひとり。 14ホルマの王おうひとり。アラデの王おうひとり。 15リブナの王おうひとり。アドラムの王おうひとり。 16マッケダの王おうひとり。ベテルの王おうひとり。 17タップアの王おうひとり。ヘペルの王おうひとり。 18アペクの王おうひとり。シャロンの王おうひとり。 19マドンの王おうひとり。ハゾルの王おうひとり。 20シムロン・メロンの王おうひとり。アクサフの王おうひとり。 21タアナクの王おうひとり。メギドの王おうひとり。 22ケデシの王おうひとり。カルメルのヨクネアムの王おうひとり。 23ドルの高地こうちにおるドルの王おうひとり。ガリラヤのゴイイムの王おうひとり。 24テルザの王おうひとり。合あわせて三十一王おうである。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1さてヨシュアは年としが進すすんで老おいたが、主しゅは彼かれに言いわれた、「あなたは年としが進すすんで老おいたが、取とるべき地ちは、なお多おおく残のこっている。 2その残のこっている地ちは、次つぎのとおりである。ペリシテびとの全ぜん地域ちいき、ゲシュルびとの全土ぜんど、 3エジプトの東ひがしのシホルから北きたにのびて、カナンびとに属ぞくするといわれるエクロンの境さかいまでの地ち、ペリシテびとの五人にんの君きみたちの地ち、すなわち、ガザ、アシドド、アシケロン、ガテ、およびエクロン。 4南みなみのアビびとの地ち、カナンびとの全ぜん地ち、シドンびとに属ぞくするメアラからアモリびとの境さかいにあるアペクまでの部分ぶぶん。 5またヘルモン山やまのふもとのバアルガデからハマテの入口いりぐちに至いたるゲバルびとの地ち、およびレバノンの東ひがしの全土ぜんど。 6レバノンからミスレポテ・マイムまでの山地さんちのすべての民たみ、すなわちシドンびとの全土ぜんど。わたしはみずから彼かれらをイスラエルの人々ひとびとの前まえから追おい払はらうであろう。わたしが命めいじたように、あなたはその地ちをイスラエルに分わけ与あたえて、嗣し業ぎょうとさせなければならない。 7すなわち、その地ちを九つの部族ぶぞくと、マナセの半はん部族ぶぞくとに分わけ与あたえて、嗣し業ぎょうとさせなければならない」。
    


    
      8マナセの他たの半はん部族ぶぞくと共ともに、ルベンびとと、ガドびととは、ヨルダンの向むこう側がわ、東ひがしの方ほうで、その嗣し業ぎょうをモーセから受うけた。主しゅのしもべモーセが、彼かれらに与あたえたのは、 9アルノンの谷たにのほとりにあるアロエル、および谷たにの中なかにある町まちから、デボンとメデバの間あいだにある高原こうげんのすべての地ち。 10ヘシボンで世よを治おさめた、アモリびとの王おうシホンのすべての町々まちまちを含ふくめて、アンモンの人々ひとびとの境さかいまでの地ち。 11ギレアデと、ゲシュルびと、ならびにマアカびとの領地りょうち、ヘルモン山やまの全土ぜんど、サルカまでのバシャン全体ぜんたい。 12アシタロテとエデレイで世よを治おさめたバシャンの王おうオグの全国ぜんこく。オグはレパイムの生いき残のこりであった。モーセはこれらを撃うって、追おい払はらった。 13ただし、イスラエルの人々ひとびとは、ゲシュルびとと、マアカびとを追おい払はらわなかった。ゲシュルびとと、マアカびとは、今日こんにちまでイスラエルのうちに住すんでいる。
    


    
      14ただレビの部族ぶぞくには、ヨシュアはなんの嗣し業ぎょうをも与あたえなかった。イスラエルの神かみ、主しゅの火祭かさいが彼かれらの嗣し業ぎょうであるからである。主しゅがヨシュアに言いわれたとおりである。
    


    
      15モーセはルベンびとの部族ぶぞくに、その家族かぞくにしたがって嗣し業ぎょうを与あたえたが、 16その領域りょういきはアルノンの谷たにのほとりにあるアロエル、および谷たにの中なかにある町まちからメデバのほとりのすべての高原こうげん、 17ヘシボンおよびその高原こうげんのすべての町々まちまち、デボン、バモテ・バアル、ベテ・バアル・メオン、 18ヤハヅ、ケデモテ、メパアテ、 19キリアタイム、シブマ、谷たにの中なかの山やまにあるゼレテ・シャハル、 20ベテペオル、ピスガの山腹さんぷく、ベテエシモテ、 21すなわち高原こうげんのすべての町々まちまちと、ヘシボンで世よを治おさめたアモリびとの王おうシホンの全国ぜんこくに及およんだ。モーセはシホンを、ミデアンのつかさたちエビ、レケム、ツル、ホルおよびレバと共ともに撃うち殺ころした。これらはみなシホンの諸侯しょこうであって、その地ちに住すんでいた者ものである。 22イスラエルの人々ひとびとはまたベオルの子こ、占うらない師しバラムをもつるぎにかけて、そのほかに殺ころした者ものどもと共ともに殺ころした。 23ルベンびとの領域りょういきはヨルダンを境さかいとした。これはルベンびとが、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうであって、その町々まちまちと村々むらむらとを含ふくむ。
    


    
      24モーセはまたガドの部族ぶぞく、ガドの子孫しそんにも、その家族かぞくにしたがって、嗣し業ぎょうを与あたえたが、 25その領域りょういきはヤゼル、ギレアデのすべての町々まちまち、アンモンびとの地ちの半なかばで、ラバの東ひがしのアロエルまでの地ち。 26ヘシボンからラマテ・ミゾパまでの地ち、およびベトニム、マハナイムからデビルの境さかいまでの地ち。 27谷たにの中なかではベテハラム、ベテニムラ、スコテ、およびザポンなど、ヘシボンの王おうシホンの国くにの残のこりの部分ぶぶん。ヨルダンを境さかいとして、ヨルダンの東側ひがしがわ、キンネレテの湖みずうみの南みなみの端はしまでの地ち。 28これはガドびとが、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうであって、その町々まちまちと村々むらむらとを含ふくむ。
    


    
      29モーセはまたマナセの半はん部族ぶぞくにも、嗣し業ぎょうを与あたえたが、それはマナセの半はん部族ぶぞくが、その家族かぞくにしたがって与あたえられたものである。 30その領域りょういきはマハナイムからバシャンの全土ぜんどに及および、バシャンの王おうオグの全国ぜんこく、バシャンにあるヤイルのすべての町々まちまち、すなわちその六十の町まち。 31またギレアデの半なかば、バシャンのオグの国くにの町まちであるアシタロテとエデレイ。これらはマナセの子こマキルの子孫しそんに与あたえられた。すなわちマキルの子孫しそんの半なかばが、その家族かぞくにしたがって、それを獲えた。
    


    
      32これらはヨルダンの向むこう側がわ、エリコの東ひがしのモアブの平野へいやで、モーセが分わけ与あたえた嗣し業ぎょうである。 33ただし、レビの部族ぶぞくには、モーセはなんの嗣し業ぎょうをも与あたえなかった。イスラエルの神かみ、主しゅがその嗣し業ぎょうだからである。主しゅがモーセに言いわれたとおりである。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1イスラエルの人々ひとびとが、カナンの地ちで受うけた嗣し業ぎょうの地ちは、次つぎのとおりである。すなわち、祭司さいしエレアザル、ヌンの子こヨシュア、およびイスラエルの人々ひとびとの部族ぶぞくの首長しゅちょうたちが、これを彼かれらに分わかち、 2主しゅがモーセによって命めいじられたように、くじによって、これを九つの部族ぶぞくと、半なかばの部族ぶぞくとに、嗣し業ぎょうとして与あたえた。 3これはヨルダンの向むこう側がわで、モーセがすでに他たの二つの部族ぶぞくと、半なかばの部族ぶぞくとに、嗣し業ぎょうを与あたえていたからである。ただしレビびとには、彼かれらの中なかで嗣し業ぎょうを与あたえず、 4ヨセフの子孫しそんが、マナセと、エフライムの二つの部族ぶぞくとなったからである。レビびとには土地とちの分わけ前まえを与あたえず、ただ、その住すむべき町々まちまちおよび、家畜かちくと持もち物ものとを置おくための放牧ほうぼく地ちを与あたえたばかりであった。 5イスラエルの人々ひとびとは、主しゅがモーセに命めいじられたようにおこなって、その地ちを分わけた。
    


    
      6時ときに、ユダの人々ひとびとがギルガルのヨシュアの所ところにきて、ケニズびとエフンネの子こカレブが、ヨシュアに言いった、「主しゅがカデシ・バルネアで、あなたとわたしとについて、神かみの人ひとモーセに言いわれたことを、あなたはごぞんじです。 7主しゅのしもべモーセが、この地ちを探さぐるために、わたしをカデシ・バルネアからつかわした時とき、わたしは四十歳さいでした。そしてわたしは、自分じぶんの信しんずるところを復命ふくめいしました。 8しかし、共ともに上のぼって行いった兄弟きょうだいたちは、民たみの心こころをくじいてしまいましたが、わたしは全まったくわが神かみ、主しゅに従したがいました。 9その日ひモーセは誓ちかって、言いいました、『おまえの足あしで踏ふんだ地ちは、かならず長ながくおまえと子孫しそんとの嗣し業ぎょうとなるであろう。おまえが全まったくわが神かみ、主しゅに従したがったからである』。 10主しゅがこの言葉ことばをモーセに語かたられた時ときからこのかた、イスラエルが荒野あらのに歩あゆんだ四十五年ねんの間あいだ、主しゅは言いわれたように、わたしを生いきながらえさせてくださいました。わたしは今日こんにちすでに八十五歳さいですが、 11今いまもなお、モーセがわたしをつかわした日ひのように、健すこやかです。わたしの今いまの力ちからは、あの時ときの力ちからに劣おとらず、どんな働はたらきにも、戦たたかいにも堪こたえることができます。 12それで主しゅがあの日ひ語かたられたこの山地さんちを、どうか今いま、わたしにください。あの日ひあなたも聞きいたように、そこにはアナキびとがいて、その町々まちまちは大おおきく堅固けんごです。しかし、主しゅがわたしと共ともにおられて、わたしはついには、主しゅが言いわれたように、彼かれらを追おい払はらうことができるでしょう」。
    


    
      13そこでヨシュアはエフンネの子こカレブを祝福しゅくふくし、ヘブロンを彼かれに与あたえて嗣し業ぎょうとさせた。 14こうしてヘブロンは、ケニズびとエフンネの子こカレブの嗣し業ぎょうとなって、今日こんにちに至いたっている。彼かれが全まったくイスラエルの神かみ、主しゅに従したがったからである。 15ヘブロンの名なは、もとはキリアテ・アルバといった。アルバは、アナキびとのうちの、最もっとも大おおいなる人ひとであった。こうしてこの地ちに戦争せんそうはやんだ。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1ユダの人々ひとびとの部族ぶぞくが、その家族かぞくにしたがって、くじで獲えた地ちは、南みなみの方ほうでは、エドムの境さかいに達たっし、南みなみのはてにあるチンの荒野あらのに及およんでいた。 2その南みなみの境さかいは、塩しおの海うみの南みなみの端はしの、入海いりうみから起おこり、 3アクラビムの坂さかの南みなみに出でてチンに進すすみ、カデシ・バルネアの南みなみから上のぼって、ヘヅロンに進すすみ、アダルに上のぼっていって、カルカに回まわり、 4アヅモンに進すすんで、エジプトの川かわに達たっし、その境さかいは海うみに至いたって尽つきる。これが彼かれらの南みなみの境さかいである。 5東ひがしの境さかいは塩しおの海うみであって、ヨルダンの川口かわぐちに達たっする。北きたの方ほうの境さかいは、ヨルダンの川口かわぐちの、入海いりうみから起おこり、 6上のぼってベテホグラに行いき、ベテアラバの北きたを過すぎ、上のぼってルベンびとボハンの石いしに達たっし、 7またアコルの谷たにからデビルに上のぼって、北きたにおもむき、川かわの南みなみにあるアドミムの坂さかに対たいするギルガルに向むかって進すすみ、エンシメシの水みずに達たっし、エンロゲルに至いたって尽つきる。 8またその境さかいはベンヒンノムの谷たにに沿そって、エブスびとの地ち、すなわちエルサレムの南みなみのわきに上のぼり、ヒンノムの谷たにの西にしにある山やまの頂いただきに上のぼる。これはレパイムの谷たにの北きたの果はてにあるものである。 9その境さかいは、この山やまの頂いただきからネフトアの水みずの源みなもとに至いたり、その所ところからエフロン山やまの町々まちまちに及および、その境さかいは曲まがってバアラに達たっする。これは、すなわちキリアテ・ヤリムである。 10その境さかいは、バアラから西にしに回まわって、セイル山やまに及および、ヤリム山やま、すなわちケサロンの北きたのわきを経へて、ベテシメシに下くだり、テムナに進すすみ、 11エクロンの北きたの丘おかのわきに出でて、シッケロンに曲まがり、バアラ山やまに進すすみ、ヤブネルに達たっし、海うみに至いたって尽つきる。 12また西にしの境さかいは大海たいかいであって、海岸かいがんを境さかいとした。これがユダの人々ひとびとの、その家族かぞくにしたがって獲えた地ちの四方しほうの境さかいである。
    


    
      13ヨシュアは、主しゅに命めいじられたように、エフンネの子こカレブに、ユダの人々ひとびとのうちで、キリアテ・アルバ、すなわちヘブロンを与あたえて、その分ぶんとさせた。アルバはアナクの父ちちであった。 14カレブはその所ところから、アナクの子こ三人にんを追おい払はらった。すなわち、セシャイ、アヒマン、およびタルマイであって、アナクから出でたものである。 15そして彼かれはこの所ところからデビルに住すむ民たみの所ところに攻せめ上のぼった。デビルの名なは、もとはキリアテ・セペルといった。 16カレブは言いった、「キリアテ・セペルを撃うって、これを取とる者ものには、わたしの娘むすめアクサを妻つまとして与あたえるであろう」。 17ケナズの子こで、カレブの弟おとうとオテニエルがそれを取とったので、カレブは娘むすめアクサを、妻つまとして彼かれに与あたえた。 18彼女かのじょがとつぐ時とき、畑はたけを父ちちに求もとめるようにと、オテニエルに勧すすめられた。そして彼女かのじょが、ろばから降ふりたので、カレブは彼女かのじょに、何なにを望のぞむのかとたずねた。 19彼女かのじょは答こたえて言いった、「わたしに贈おくり物ものをください。あなたはネゲブの地ちに、わたしをやられるのですから、泉いずみをもください」。カレブは彼女かのじょに上うえの泉いずみと下したの泉いずみとを与あたえた。
    


    
      20ユダの人々ひとびとの部族ぶぞくが、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうは、次つぎのとおりである。 21ユダの人々ひとびとの部族ぶぞくが、南みなみでエドムの境さかいの方ほうにもっていた遠とおくの町々まちまちは、カブジエル、エデル、ヤグル、 22キナ、デモナ、アダダ、 23ケデシ、ハゾル、イテナン、 24ジフ、テレム、ベアロテ、 25ハゾル・ハダッタ、ケリオテ・ヘヅロンすなわちハゾル、 26アマム、シマ、モラダ、 27ハザルガダ、ヘシモン、ベテペレテ、 28ハザル・シュアル、ベエルシバ、ビジョテヤ、 29バアラ、イイム、エゼム、 30エルトラデ、ケシル、ホルマ、 31チクラグ、マデマンナ、サンサンナ、 32レバオテ、シルヒム、アイン、リンモン。これらの町まちは合あわせて二十九、ならびにそれに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      33平地へいちでは、エシタオル、ゾラ、アシナ、 34ザノア、エンガンニム、タップア、エナム、 35ヤルムテ、アドラム、ソコ、アゼカ、 36シャアライム、アデタイム、ゲデラ、ゲデロタイム。すなわち十四の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      37ゼナン、ハダシャ、ミグダルガデ、 38デラン、ミヅパ、ヨクテル、 39ラキシ、ボヅカテ、エグロン、 40カボン、ラマム、キテリシ、 41ゲデロテ、ベテダゴン、ナアマ、マッケダ。すなわち十六の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      42またリブナ、エテル、アシャン、 43イフタ、アシナ、ネジブ、 44ケイラ、アクジブ、マレシャ。すなわち九つの町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      45エクロンと、その町々まちまち、および村々むらむら。 46エクロンから海うみまで、すべてアシドドのほとりにある町々まちまち、およびそれに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      47アシドドとその町々まちまちおよび村々むらむら。ガザとその町々まちまちおよび村々むらむら。エジプトの川かわと大海たいかいの海岸かいがんまでが、その境さかいであった。
    


    
      48山地さんちでは、シャミル、ヤッテル、ソコ、 49ダンナ、キリアテ・サンナすなわちデビル、 50アナブ、エシテモ、アニム、 51ゴセン、ホロン、ギロ。すなわち十一の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      52アラブ、ドマ、エシャン、 53ヤニム、ベテタップア、アペカ、 54ホムタ、キリアテ・アルバすなわちヘブロン、ヂオル。すなわち九つの町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      55マオン、カルメル、ジフ、ユッタ、 56エズレル、ヨクデアム、ザノア、 57カイン、ギベア、テムナ。すなわち十の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      58ハルホル、ベテズル、ゲドル、 59マアラテ、ベテアノテ、エルテコン。すなわち六つの町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      60キリアテ・バアルすなわちキリアテ・ヤリム、ラバ。これらの二つの町まちとそれに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      61荒野あらのでは、ベテアラバ、ミデン、セカカ、 62ニブシャン、塩しおの町まち、エンゲデ。すなわち六つの町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。
    


    
      63しかし、ユダの人々ひとびとは、エルサレムの住民じゅうみんエブスびとを追おい払はらうことができなかった。それでエブスびとは今日こんにちまで、ユダの人々ひとびとと共ともにエルサレムに住すんでいる。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1ヨセフの子孫しそんが、くじによって獲えた地ちの境さかいは、エリコのほとりのヨルダン、すなわちエリコの水みずの東ひがしから起たって、荒野あらのに延のび、エリコから山地さんちに上のぼっている荒野あらのを経へて、ベテルに至いたり、 2ベテルからルズにおもむき、アルキびとの領地りょうちであるアタロテに進すすみ、 3西にしに下くだってヤフレテびとの領地りょうちに達たっし、下したベテホロンの地域ちいきに及および、ゲゼルに達たっし、海うみに至いたって尽つきる。
    


    
      4こうしてヨセフの子孫しそんのマナセと、エフライムとは、その嗣し業ぎょうを受うけた。
    


    
      5エフライムの子孫しそんが、その家族かぞくにしたがって獲えた地ちの境さかいは、次つぎのとおりである。彼かれらの嗣し業ぎょうの東ひがしの境さかいは、アタロテ・アダルであって、上うえベテホロンに達たっし、 6その境さかいは、その所ところから海うみに及およぶ。北きたにはミクメタテがあり、東ひがしではその境さかいはタアナテシロで曲まがり、進すすんでヤノアの東ひがしに至いたり、 7ヤノアからアタロテとナアラに下くだり、エリコに達たっし、ヨルダンに至いたって尽つきる。 8タップアからその境さかいは西にしに進すすんで、カナの川かわに達たっし、海うみに至いたって尽つきる。これはエフライムの子孫しそんの部族ぶぞくが、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうである。 9このほかにマナセの子孫しそんの嗣し業ぎょうのうちにも、エフライムの子孫しそんのために分わけ与あたえられた町々まちまちがあって、そのすべての町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらを獲えた。 10ただし、ゲゼルに住すむカナンびとを、追おい払はらわなかったので、カナンびとは今日こんにちまでエフライムの中なかに住すみ、奴隷どれいとなって追おい使つかわれている。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1マナセの部族ぶぞくが、くじによって獲えた地ちは、次つぎのとおりである。マナセはヨセフの長子ちょうしであった。マナセの長子ちょうしで、ギレアデの父ちちであるマキルは、軍人ぐんじんであったので、ギレアデとバシャンを獲えた。 2マナセの部族ぶぞくの他たのものにも、その家族かぞくにしたがって、地ちを与あたえたが、それは、アビエゼル、ヘレク、アスリエル、シケム、ヘペル、セミダで、これらはヨセフの子こマナセの男おとこの子孫しそんであって、その家族かぞくにしたがって、あげたものである。
    


    
      3しかし、マナセの子こマキル、その子こギレアデ、その子こヘペル、その子こであったゼロペハデには、女おんなの子こだけで、男おとこの子こがなかった。女おんなの子こたちの名なは、マヘラ、ノア、ホグラ、ミルカ、テルザといった。 4彼女かのじょたちは、祭司さいしエレアザル、ヌンの子こヨシュアおよび、つかさたちの前まえに進すすみ出でて、「わたしたちの兄弟きょうだいと同おなじように、わたしたちにも、嗣し業ぎょうを与あたえよと、主しゅはモーセに命めいじおきになりました」と言いったので、ヨシュアは主しゅの命いのちにしたがって、彼かれらの父ちちの兄弟きょうだいたちと同おなじように、彼女かのじょたちにも嗣し業ぎょうを与あたえた。 5こうしてマナセはヨルダンの向むこう側がわで、ギレアデとバシャンの地ちのほかに、なお十の部分ぶぶんを獲えた。 6マナセの娘むすめたちが、男おとこの子こらと共ともに、嗣し業ぎょうを獲えたからである。ギレアデの地ちは、そのほかのマナセの子孫しそんに分わけ与あたえられた。
    


    
      7マナセの獲えた地ちの境さかいは、アセルからシケムの東ひがしのミクメタテに及および、その境さかいは南みなみに延のびて、エンタップアの住民じゅうみんに達たっする。 8タップアの地ちはマナセに属ぞくしていたが、マナセの境さかいにあるタップアの町まちは、エフライムの子孫しそんに属ぞくしていた。 9またその境さかいはカナの川かわに下くだって、川かわの南みなみに至いたる。そこの町々まちまちはマナセの町々まちまちの中なかにあって、エフライムに属ぞくした。マナセの境さかいは、川かわの北きたに沿そって進すすみ、海うみに達たっして尽つきる。 10その川かわの南みなみの地ちは、エフライムに属ぞくし、北きたはマナセに属ぞくする。海うみがその境さかいとなる。マナセは北きたはアセルに接せっし、東ひがしはイッサカルに接せっする。 11マナセはまたイッサカルとアセルの中なかに、ベテシャンとその村々むらむら、イブレアムとその村々むらむら、ドルの住民じゅうみんとその村々むらむら、エンドルの住民じゅうみんとその村々むらむら、タアナクの住民じゅうみんとその村々むらむら、メギドの住民じゅうみんとその村々むらむらを獲えた。このうち第だい三のものは高地こうちである。 12しかし、マナセの子孫しそんは、これらの町々まちまちを取とることができなかったので、カナンびとは長ながくこの地ちに住すみ続つづけようとした。 13しかし、イスラエルの人々ひとびとが強つよくなるにしたがって、カナンびとを使役しえきするようになり、ことごとく追おい払はらうことはしなかった。
    


    
      14ヨセフの子孫しそんはヨシュアに言いった、「主しゅが今いままで、わたしを祝福しゅくふくされたので、わたしは数かずの多おおい民たみとなったのに、あなたはなぜ、わたしの嗣し業ぎょうとして、ただ一つのくじ、一つの分ぶんだけを、くださったのですか」。 15ヨシュアは彼かれらに言いった、「もしあなたが数かずの多おおい民たみならば、林はやしに上のぼっていって、そこで、ペリジびとやレパイムびとの地ちを自分じぶんで切きり開ひらくがよい。エフライムの山地さんちが、あなたがたには狭せまいのだから」。 16ヨセフの子孫しそんは答こたえた、「山地さんちはわたしどもに十分じゅうぶんではありません。かつまた平地へいちにおるカナンびとは、ベテシャンとその村々むらむらにおるものも、エズレルの谷たににおるものも、みな鉄てつの戦車せんしゃを持もっています」。 17ヨシュアはまたヨセフの家いえ、すなわちエフライムとマナセに言いった、「あなたは数かずの多おおい民たみで、大おおきな力ちからをもっています。それでただ一つのくじでは足たりません。 18山地さんちをもあなたのものとしなければなりません。それは林はやしではあるが、切きり開ひらいて、向むこうの端はしまで、自分じぶんのものとしなければなりません。カナンびとは鉄てつの戦車せんしゃがあって、強つよくはあるが、あなたはそれを追おい払はらうことができます」。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1そこでイスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうは、その地ちを征服せいふくしたので、シロに集あつまり、そこに会見かいけんの幕屋まくやを立たてた。
    


    
      2その時とき、イスラエルの人々ひとびとのうちに、まだ嗣し業ぎょうを分わかち取とらない部族ぶぞくが、七つ残のこっていたので、 3ヨシュアはイスラエルの人々ひとびとに言いった、「あなたがたは、先祖せんぞの神かみ、主しゅが、あなたがたに与あたえられた地ちを取とりに行いくのを、いつまで怠おこたっているのですか。 4部族ぶぞくごとに三人にんずつを出だしなさい。わたしはその人々ひとびとをつかわしましょう。彼かれらは立たっていって、その地ちを行いき巡めぐり、おのおのの嗣し業ぎょうのために、それを図面ずめんにして、わたしのところへ持もってこなければならない。 5彼かれらはその地ちを七つの部分ぶぶんに分わけなければならない。ユダは南みなみのその領地りょうちにとどまり、ヨセフの家いえは北きたのその領地りょうちにとどまらなければならない。 6あなたがたは、その地ちを七つに分わけて、図面ずめんにし、それをここに、わたしのところへ持もってこなければならない。わたしはここで、われわれの神かみ、主しゅの前まえに、あなたがたのために、くじを引ひくであろう。 7レビびとは、あなたがたのうちに何なにの分ぶんをも持もたない。主しゅの祭司さいしたることが、彼かれらの嗣し業ぎょうだからである。またガドとルベンとマナセの半はん部族ぶぞくとは、ヨルダンの向むこう側がわ、東ひがしの方ほうで、すでにその嗣し業ぎょうを受うけた。それは主しゅのしもべモーセが、彼かれらに与あたえたものである」。
    


    
      8そこでその人々ひとびとは立たって行いった。その地ちの図面ずめんを作つくるために出でて行いく人々ひとびとに、ヨシュアは命めいじて言いった、「あなたがたは行いって、その地ちを行いき巡めぐり、それを図面ずめんにして、わたしのところに持もって帰かえりなさい。わたしはシロで、主しゅの前まえに、あなたがたのために、ここでくじを引ひきましょう」。 9こうしてその人々ひとびとは行いって、その地ちを経へめぐり、町々まちまちにしたがって、それを七つの部分ぶぶんとし、図面ずめんにして、書物しょもつに書かきしるし、シロの宿営しゅくえいにおるヨシュアのもとへ持もってきた。 10ヨシュアはシロで、彼かれらのために主しゅの前まえに、くじを引ひいた。そしてヨシュアはその所ところで、イスラエルの人々ひとびとに、それぞれの分ぶんとして、地ちを分わけ与あたえた。
    


    
      11まずベニヤミンの子孫しそんの部族ぶぞくのために、その家族かぞくにしたがって、くじを引ひいた。そしてそのくじによって獲えた領地りょうちは、ユダの子孫しそんと、ヨセフの子孫しそんとの間あいだにあった。 12すなわち、その北きたの方ほうの境さかいは、ヨルダンに始はじまり、エリコの北きたのわきに上のぼり、また西にしの方ほうの山地さんちをとおって上のぼり、ベテアベンの荒野あらのに達たっして尽つきる。 13そこから、その境さかいはルズに進すすみ、ルズの南みなみのわきに至いたる。ルズはベテルである。ついでその境さかいは下したベテホロンの南みなみの山やまにあるアタロテ・アダルに下くだり、 14西にしの方ほうでは、ベテホロンの南みなみにある山やまから南みなみに曲まがり、ユダの子孫しそんの町まちキリアテ・バアルに至いたって尽つきる。キリアテ・バアルはキリアテ・ヤリムである。これが西にしの方ほうの境さかいであった。 15また南みなみの方ほうは、キリアテ・ヤリムの端はしに始はじまり、その境さかいはそこからエフロンにおもむき、ネフトアの水みずの源みなもとに至いたり、 16ついでその境さかいは、レパイムの谷たにの北きたの端はしにあるベンヒンノムの谷たにを見みおろす山やまの端はしに下くだり、進すすんでエブスびとのわきの南みなみ、ヒンノムの谷たにに下くだり、またまた下したってエンロゲルに至いたり、 17北きたに曲まがってエンシメシにおもむき、アドミムの坂さかに対たいするゲリロテにおもむき、ルベンびとボハンの石いしに下くだり、 18ベテアラバのわきを北きたに進すすんで、アラバに下くだり、 19その境さかいは、ベテホグラの北きたのわきに進すすみ、ヨルダンの南端なんたんで、塩しおの海うみの北きたの入海いりうみに至いたって尽つきる。これが南みなみの境さかいである。 20ヨルダンは東ひがしの方ほうの境さかいとなっていた。これがベニヤミンの子孫しそんの、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうの四方しほうの境さかいである。
    


    
      21ベニヤミンの子孫しそんの部族ぶぞくが、その家族かぞくにしたがって獲えた町々まちまちは、エリコ、ベテホグラ、エメクケジツ、 22ベテアラバ、ゼマライム、ベテル、 23アビム、パラ、オフラ、 24ケパル・アンモニ、オフニ、ゲバ。すなわち十二の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。 25またギベオン、ラマ、ベエロテ、 26ミヅパ、ケピラ、モザ、 27レケム、イルピエル、タララ、 28ゼラ、エレフ、エブスすなわちエルサレム、ギベア、キリアテ・ヤリム。すなわち十四の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。これがベニヤミンの子孫しそんの、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうである。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1次つぎにシメオンのため、すなわちシメオンの子孫しそんの部族ぶぞくのために、その家族かぞくにしたがって、くじを引ひいた。その嗣し業ぎょうはユダの子孫しそんの嗣し業ぎょうのうちにあった。 2その嗣し業ぎょうとして獲えたものは、ベエルシバ、すなわちシバ、モラダ、 3ハザル・シュアル、バラ、エゼム、 4エルトラデ、ベトル、ホルマ、 5チクラグ、ベテ・マルカボテ、ハザルスサ、 6ベテレバオテ、シャルヘン。すなわち十三の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。 7またアイン、リンモン、エテル、アシャン。すなわち四つの町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむら。 8およびこれらの町まちの周囲しゅういにあって、バアラテ・ベエル、すなわちネゲブのラマに至いたるまでのすべての村々むらむら。これがシメオンの子孫しそんの部族ぶぞくの、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうである。 9シメオンの子孫しそんの嗣し業ぎょうは、ユダの子孫しそんの領域りょういきのうちにあった。これはユダの子孫しそんの分ぶんが大おおきかったので、シメオンの子孫しそんが、その嗣し業ぎょうを彼かれらの嗣し業ぎょうの中なかに獲えたからである。
    


    
      10第だい三にゼブルンの子孫しそんのために、その家族かぞくにしたがって、くじを引ひいた。その嗣し業ぎょうの領域りょういきはサリデに及および、 11その境さかいは西にしに上のぼって、マララに至いたり、ダバセテに達たっし、ヨクネアムの東ひがしにある川かわに達たっし、 12サリデから、東ひがしの方ほう、日ひの出での方ほうに曲まがり、キスロテ・タボルの境さかいに至いたり、ダベラテに出でて、ヤピアに上のぼり、 13そこから東ひがしの方ほう、日ひの出での方ほうに進すすんで、ガテヘペルとイッタ・カジンに至いたり、リンモンに進すすんで、ネアの方ほうに曲まがる。 14北きたではその境さかいはハンナトンに回まわり、イフタエルの谷たにに至いたって尽つきる。 15そしてカッタテ、ナハラル、シムロン、イダラ、ベツレヘムなど十二の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらがあった。 16これがゼブルンの子孫しそんの、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうであって、その町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらとである。
    


    
      17第だい四にイッサカル、すなわちイッサカルの子孫しそんのために、その家族かぞくにしたがって、くじを引ひいた。 18その領域りょういきには、エズレル、ケスロテ、シュネム、 19ハパライム、シオン、アナハラテ、 20ラビテ、キション、エベツ、 21レメテ、エンガンニム、エンハダ、ベテパッゼズがあり、 22その境さかいはタボル、シャハヂマ、ベテシメシに達たっし、その境さかいはヨルダンに至いたって尽つきる。十六の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらがあった。 23これがイッサカルの子孫しそんの部族ぶぞくの、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうであって、その町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらとである。
    


    
      24第だい五に、アセルの子孫しそんの部族ぶぞくのために、その家族かぞくにしたがって、くじを引ひいた。 25その領域りょういきには、ヘルカテ、ハリ、ベテン、アクサフ、 26アランメレク、アマデ、ミシャルがあり、その境さかいは西にしでは、カルメルとシホル・リブナテに達たっし、 27それから東ひがしに折おれて、ベテダゴンに至いたり、北きたの方ほうゼブルンと、イプタエルの谷たにに達たっし、ベテエメクおよびネイエルに至いたり、北きたはカブルにいで、 28更さらにエブロン、レホブ、ハンモン、カナを経へて、大だいシドンに及および、 29それから、その境さかいはラマに曲まがり、堅固けんごな町まちツロに至いたる。またその境さかいはホサに曲まがり、海うみに至いたって尽つきる。そして、マハラブ、アクジブ、 30ウンマ、アペク、レホブなど、二十二の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらがあった。 31これがアセルの子孫しそんの部族ぶぞくの、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうであって、その町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらとである。
    


    
      32第だい六に、ナフタリの子孫しそんのために、その家族かぞくにしたがって、くじを引ひいた。 33その境さかいはヘレフから、すなわちザアナニイムのかしの木きから起おこり、アダミ・ネケブおよび、ヤブネルを経へて、ラクムに至いたり、ヨルダンに至いたって尽つきる。 34そしてその境さかいは西にしに向むかって、アズノテ・タボルに至いたり、そこからホッコクに出でる。南みなみはゼブルンに接せっし、西にしはアセルに接せっし、東ひがしはヨルダンのユダに達たっする。 35その堅固けんごな町々まちまちは、ヂデム、ゼル、ハンマテ、ラッカテ、キンネレテ、 36アダマ、ラマ、ハゾル、 37ケデシ、エデレイ、エンハゾル、 38イロン、ミグダルエル、ホレム、ベテアナテ、ベテシメシなどで、十九の町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらがあった。 39これがナフタリの子孫しそんの部族ぶぞくが、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうであって、その町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらとである。
    


    
      40第だい七に、ダンの子孫しそんの部族ぶぞくのために、その家族かぞくにしたがって、くじを引ひいた。 41その嗣し業ぎょうの領域りょういきには、ゾラ、エシタオル、イルシメシ、 42シャラビム、アヤロン、イテラ、 43エロン、テムナ、エクロン、 44エルテケ、ギベトン、バアラテ、 45エホデ、ベネベラク、ガテリンモン、 46メヤルコン、ラッコン、およびヨッパと相対あいたいする地域ちいきがあった。 47ただし、ダンの子孫しそんの領域りょういきは、彼かれらのために小ちいさかったので、ダンの子孫しそんは、上のぼって行いき、レセムを攻せめてそれを取とり、つるぎにかけて撃うち滅ほろぼし、それを獲えてそこに住すみ、先祖せんぞダンの名なにしたがって、レセムをダンと名なづけた。 48これがダンの子孫しそんの部族ぶぞくの、その家族かぞくにしたがって獲えた嗣し業ぎょうであって、その町々まちまちと、それに属ぞくする村々むらむらとである。
    


    
      49こうして国くにの各地かくち域を嗣し業ぎょうとして分わけ与あたえることを終おわったとき、イスラエルの人々ひとびとは、自分じぶんたちのうちに、一つの嗣し業ぎょうを、ヌンの子こヨシュアに与あたえた。 50すなわち、主しゅの命いのちに従したがって、彼かれが求もとめた町まちを与あたえたが、それはエフライムの山地さんちにあるテムナテ・セラであって、彼かれはその町まちを建たてなおして、そこに住すんだ。
    


    
      51これらは、祭司さいしエレアザル、ヌンの子こヨシュア、およびイスラエルの子孫しそんの部族ぶぞくの族長ぞくちょうたちが、シロにおいて会見かいけんの幕屋まくやの入口いりぐちで、主しゅの前まえに、くじを引ひいて分わけ与あたえた嗣し業ぎょうである。こうして地ちを分わけることを終おわった。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1そこで主しゅはヨシュアに言いわれた、 2「イスラエルの人々ひとびとに言いいなさい、『先さきにわたしがモーセによって言いっておいた、のがれの町まちを選えらび定さだめ、 3あやまって、知しらずに人ひとを殺ころした者ものを、そこへのがれさせなさい。これはあなたがたが、あだを討うつ者ものをさけて、のがれる場所ばしょとなるでしょう。 4その人ひとは、これらの町まちの一つにのがれて行いって、町まちの門もんの入口いりぐちに立たち、その町まちの長老ちょうろうたちに、そのわけを述のべなければならない。そうすれば、彼かれらはその人ひとを町まちに受うけ入いれて、場所ばしょを与あたえ、共ともに住すませるであろう。 5たとい、あだを討うつ者ものが追おってきても、人ひとを殺ころしたその者ものを、その手てに渡わたしてはならない。彼かれはあやまって隣人りんじんを殺ころしたのであって、もとからそれを憎にくんでいたのではないからである。 6その人ひとは、会衆かいしゅうの前まえに立たって、さばきを受うけるまで、あるいはその時ときの大だい祭司さいしが死しぬまで、その町まちに住すまなければならない。そして後のち、彼かれは自分じぶんの町まち、自分じぶんの家いえに帰かえって行いって、逃にげ出だしてきたその町まちに住すむことができる』」。
    


    
      7そこで、ナフタリの山地さんちにあるガリラヤのケデシ、エフライムの山地さんちにあるシケム、およびユダの山地さんちにあるキリアテ・アルバすなわちヘブロンを、これがために選えらび分わかち、 8またヨルダンの向むこう側がわ、エリコの東ひがしの方ほうでは、ルベンの部族ぶぞくのうちから、高原こうげんの荒野あらのにあるベゼル、ガドの部族ぶぞくのうちから、ギレアデのラモテ、マナセの部族ぶぞくのうちから、バシャンのゴランを選えらび定さだめた。 9これらは、イスラエルのすべての人々ひとびと、およびそのうちに寄留きりゅうする他国たこく人じんのために設もうけられた町々まちまちであって、すべて、あやまって人ひとを殺ころした者ものを、そこにのがれさせ、会衆かいしゅうの前まえに立たたないうちに、あだを討うつ者ものの手てにかかって死しぬことのないようにするためである。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1時ときにレビの族長ぞくちょうたちは、祭司さいしエレアザル、ヌンの子こヨシュアおよびイスラエルの部族ぶぞくの族長ぞくちょうたちのもとにきて、 2カナンの地ちのシロで彼かれらに言いった、「主しゅはかつて、われわれに住すむべき町々まちまちを与あたえることと、それに属ぞくする放牧ほうぼく地ちを、家畜かちくのために与あたえることを、モーセによって命めいじられました」。 3それでイスラエルの人々ひとびとは、主しゅの命いのちにしたがって、自分じぶんたちの嗣し業ぎょうのうちから、次つぎの町々まちまちと、その放牧ほうぼく地ちとを、レビびとに与あたえた。
    


    
      4まずコハテびとの氏族しぞくのために、くじを引ひいた。祭司さいしアロンの子孫しそんであるこれらのレビびとは、くじによって、ユダの部族ぶぞく、シメオンの部族ぶぞく、およびベニヤミンの部族ぶぞくのうちから、十三の町まちを獲えた。
    


    
      5その他たのコハテびとは、くじによって、エフライムの部族ぶぞくの氏族しぞく、ダンの部族ぶぞく、およびマナセの半はん部族ぶぞくのうちから、十の町まちを獲えた。
    


    
      6またゲルションびとは、くじによって、イッサカルの部族ぶぞくの氏族しぞく、アセルの部族ぶぞく、ナフタリの部族ぶぞく、およびバシャンにあるマナセの半はん部族ぶぞくのうちから、十三の町まちを獲えた。
    


    
      7またメラリびとは、その氏族しぞくにしたがって、ルベンの部族ぶぞく、ガドの部族ぶぞく、およびゼブルンの部族ぶぞくのうちから、十二の町まちを獲えた。
    


    
      8イスラエルの人々ひとびとは、主しゅがモーセによって命めいじられたとおりに、これらの町まちと、その放牧ほうぼく地ちとを、くじによって、レビびとに与あたえた。
    


    
      9まずユダの部族ぶぞくと、シメオンの部族ぶぞくのうちから、次つぎに名なをあげる町々まちまちを与あたえた。 10これらはレビびとに属ぞくするコハテびとの氏族しぞくの一つである、アロンの子孫しそんに与あたえられた。最初さいしょのくじが彼かれらに当あたったからである。 11すなわちユダの山地さんちにあるキリアテ・アルバすなわちヘブロンおよびその周囲しゅういの放牧ほうぼく地ちを彼かれらに与あたえた。このアルバはアナクの父ちちであった。 12ただし、この町まちの畑はたけと、それに属ぞくする村々むらむらとは、すでにエフンネの子こカレブが、それを受うけて所有しょゆうしていた。
    


    
      13祭司さいしアロンの子孫しそんに与あたえたのは、人ひとを殺ころした者ものの、のがれる町まちであるヘブロンとその放牧ほうぼく地ち、リブナとその放牧ほうぼく地ち、 14ヤッテルとその放牧ほうぼく地ち、エシテモアとその放牧ほうぼく地ち、 15ホロンとその放牧ほうぼく地ち、デビルとその放牧ほうぼく地ち、 16アインとその放牧ほうぼく地ち、ユッタとその放牧ほうぼく地ち、ベテシメシとその放牧ほうぼく地ちなど、九つの町まちであって、この二つの部族ぶぞくのうちから分わけ与あたえたものである。 17またベニヤミンの部族ぶぞくのうちから、ギベオンとその放牧ほうぼく地ち、ゲバとその放牧ほうぼく地ち、 18アナトテとその放牧ほうぼく地ち、アルモンとその放牧ほうぼく地ちなど、四つの町まちを与あたえた。 19アロンの子孫しそんである祭司さいしたちの町まちは、合あわせて十三であって、それに属ぞくする放牧ほうぼく地ちがあった。
    


    
      20その他たのコハテびとであるレビびとの氏族しぞくは、くじによって、エフライムの部族ぶぞくのうちから町まちを獲えた。 21すなわち、その町まちは、人ひとを殺ころしたものの、のがれる町まちであるエフライムの山地さんちのシケムとその放牧ほうぼく地ち、ゲゼルとその放牧ほうぼく地ち、 22キブザイムとその放牧ほうぼく地ち、ベテホロンとその放牧ほうぼく地ちなど、四つの町まちである。 23またダンの部族ぶぞくのうちから分わけ与あたえた町まちは、エルテケとその放牧ほうぼく地ち、ギベトンとその放牧ほうぼく地ち、 24アヤロンとその放牧ほうぼく地ち、ガテリンモンとその放牧ほうぼく地ちなど、四つの町まちである。 25またマナセの半はん部族ぶぞくのうちから分わけ与あたえた町まちは、タアナクとその放牧ほうぼく地ち、およびガテリンモンとその放牧ほうぼく地ちなど、二つの町まちである。 26その他たのコハテびとの氏族しぞくの町まちは、合あわせて十であって、それに属ぞくする放牧ほうぼく地ちがあった。
    


    
      27ゲルションびとであるレビびとの氏族しぞくの一つに与あたえられた町まちは、マナセの半はん部族ぶぞくのうちからは、人ひとを殺ころした者ものの、のがれる町まちであるバシャンのゴランとその放牧ほうぼく地ち、およびベエシテラとその放牧ほうぼく地ちなど、二つの町まちである。 28イッサカルの部族ぶぞくのうちからは、キションとその放牧ほうぼく地ち、ダベラテとその放牧ほうぼく地ち、 29ヤルムテとその放牧ほうぼく地ち、エンガンニムとその放牧ほうぼく地ちなど、四つの町まちである。 30アセルの部族ぶぞくのうちからは、ミシャルとその放牧ほうぼく地ち、アブドンとその放牧ほうぼく地ち、 31ヘルカテとその放牧ほうぼく地ち、レホブとその放牧ほうぼく地ちなど、四つの町まちである。 32ナフタリの部族ぶぞくのうちからは、人ひとを殺ころした者ものの、のがれる町まちであるガリラヤのケデシとその放牧ほうぼく地ち、ハンモテ・ドルとその放牧ほうぼく地ち、カルタンとその放牧ほうぼく地ちなど、三つの町まちである。 33ゲルションびとが、その氏族しぞくにしたがって獲えた町まちは、合あわせて十三の町まちであって、それに属ぞくする放牧ほうぼく地ちがあった。
    


    
      34その他たのレビびとである、メラリびとの氏族しぞくに与あたえられた町まちは、ゼブルンの部族ぶぞくのうちからは、ヨクネアムとその放牧ほうぼく地ち、カルタとその放牧ほうぼく地ち、 35デムナとその放牧ほうぼく地ち、ナハラルとその放牧ほうぼく地ちなど、四つの町まちである。 36ルベンの部族ぶぞくのうちからは、ベゼルとその放牧ほうぼく地ち、ヤハヅとその放牧ほうぼく地ち、 37ケデモテとその放牧ほうぼく地ち、メパアテとその放牧ほうぼく地ちなど、四つの町まちである。 38ガドの部族ぶぞくのうちからは、人ひとを殺ころした者ものの、のがれる町まちであるギレアデのラモテとその放牧ほうぼく地ち、マハナイムとその放牧ほうぼく地ち、 39ヘシボンとその放牧ほうぼく地ち、ヤゼルとその放牧ほうぼく地ちなど、合あわせて四つの町まちである。 40これらはみな、ほかのレビびとであるメラリびとが、その氏族しぞくにしたがって、くじをもって獲えた町まちであって、合あわせて十二であった。
    


    
      41イスラエルの人々ひとびとの所有しょゆうのうちに、レビびとが持もった町々まちまちは、合あわせて四十八であって、それに属ぞくする放牧ほうぼく地ちがあった。 42これらの町々まちまちは、それぞれその周囲しゅういに放牧ほうぼく地ちがあった。これらの町々まちまちはみなそうであった。
    


    
      43このように、主しゅが、イスラエルに与あたえると、その先祖せんぞたちに誓ちかわれた地ちを、ことごとく与あたえられたので、彼かれらはそれを獲えて、そこに住すんだ。 44主しゅは彼かれらの先祖せんぞたちに誓ちかわれたように、四方しほうに安息あんそくを賜たまわったので、すべての敵てきのうち、ひとりも彼かれらに手向てむかう者ものはなかった。主しゅが敵てきをことごとく彼かれらの手てに渡わたされたからである。 45主しゅがイスラエルの家いえに約束やくそくされたすべての良よいことは、一つとしてたがわず、みな実現じつげんした。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1時ときにヨシュアは、ルベンびと、ガドびと、およびマナセの部族ぶぞくの半なかばを呼よび集あつめて、 2言いった、「あなたがたは主しゅのしもべモーセが命めいじたことを、ことごとく守まもり、またわたしの命めいじたすべての事ことにも、わたしの言葉ことばに聞ききしたがいました。 3今日こんにちまで長ながい年月としつきの間あいだ、あなたがたの兄弟きょうだいたちを捨すてず、あなたがたの神かみ、主しゅの命令めいれいを、よく守まもってきました。 4今いまはすでに、あなたがたの神かみ、主しゅが、あなたがたの兄弟きょうだいたちに、先さきに約束やくそくされたとおり、安息あんそくを賜たまわるようになりました。それで、あなたがたは身みを返かえして、主しゅのしもべモーセが、あなたがたに与あたえたヨルダンの向むこう側がわの所有しょゆうの地ちに行いき、自分じぶんたちの天幕てんまくに帰かえりなさい。 5ただ主しゅのしもべモーセが、あなたがたに命めいじた戒いましめと、律法りっぽうとを慎つつしんで行おこない、あなたがたの神かみ、主しゅを愛あいし、そのすべての道みちに歩あゆみ、その命令めいれいを守まもって、主しゅにつき従したがい、心こころをつくし、精神せいしんをつくして、主しゅに仕つかえなさい」。 6そしてヨシュアが彼かれらを祝福しゅくふくして去さらせたので、彼かれらはその天幕てんまくに帰かえった。
    


    
      7マナセの部族ぶぞくの半なかばには、すでにモーセがバシャンで所有しょゆう地ちを与あたえたが、他たの半なかばには、ヨシュアがヨルダンのこちら側がわ、西にしの方ほうで、その兄弟きょうだいたちのうちに、所有しょゆう地ちを与あたえた。ヨシュアは、彼かれらをその天幕てんまくに送おくりかえす時とき、彼かれらを祝福しゅくふくして、 8言いった、「あなたがたは多おおくの貨か財ざいと、おびただしい数かずの家畜かちくと、金きん、銀ぎん、青銅せいどう、鉄てつ、および多おおくの衣服いふくを持もって天幕てんまくに帰かえり、敵てきから獲えたぶんどり物ものを兄弟きょうだいたちに分わけなさい」。 9こうしてルベンの子孫しそん、ガドの子孫しそん、およびマナセの部族ぶぞくの半なかばは、主しゅがモーセによって命めいじられたように、すでに自分じぶんの所有しょゆう地ちとなっているギレアデの地ちに行いこうと、カナンの地ちのシロで、イスラエルの人々ひとびとと別わかれて帰かえって行いった。
    


    
      10ルベンの子孫しそん、ガドの子孫しそん、およびマナセの部族ぶぞくの半なかばが、カナンの地ちのヨルダンのほとりにきた時とき、その所ところで、ヨルダンの岸きしべに一つの祭壇さいだんを築きずいた。それは大おおきくて遠とおくから見みえる祭壇さいだんであった。 11イスラエルの人々ひとびとは、「ルベンの子孫しそん、ガドの子孫しそん、およびマナセの部族ぶぞくの半なかばが、カナンの地ちの国境こっきょう、ヨルダンのほとりのイスラエルの人々ひとびとに属ぞくする方ほうで、一つの祭壇さいだんを築きずいた」といううわさを聞きいた。 12イスラエルの人々ひとびとが、それを聞きくとひとしく、イスラエルの人々ひとびとの全ぜん会衆かいしゅうはシロに集あつまって、彼かれらの所ところに攻せめ上のぼろうとした。
    


    
      13そしてイスラエルの人々ひとびとは、祭司さいしエレアザルの子こピネハスをギレアデの地ちのルベンの子孫しそん、ガドの子孫しそん、およびマナセの半はん部族ぶぞくの所ところにつかわし、 14イスラエルの各かく部族ぶぞくのうちから、父祖ふその家いえのつかさ、ひとりずつをあげて、合あわせて十人にんのつかさたちを、彼かれと共ともに行いかせた。これらはみなイスラエルの氏族しぞくのうちで、父祖ふその家いえのかしらたる人々ひとびとであった。 15彼かれらはギレアデの地ちに行いき、ルベンの子孫しそん、ガドの子孫しそん、およびマナセの半はん部族ぶぞくに語かたって言いった、 16「主しゅの全ぜん会衆かいしゅうはこう言いいます、『あなたがたがイスラエルの神かみにむかって、とがを犯おかし、今日こんにち、ひるがえって主しゅに従したがうことをやめ、自分じぶんのために一つの祭壇さいだんを築きずいて、今日こんにち、主しゅにそむこうとするのは何事なにごとか。 17ペオルで犯おかした罪つみで、なお足たりないとするのか。それがために主しゅの会衆かいしゅうに災わざわいが下くだったが、われわれは今日こんにちもなお、その罪つみから清きよめられていない。 18しかもあなたがたは、今日こんにち、ひるがえって主しゅに従したがうことをやめようとするのか。あなたがたが、きょう、主しゅにそむくならば、あす、主しゅはイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうにむかって怒いかられるであろう。 19もしあなたがたの所有しょゆうの地ちが清きよくないのであれば、主しゅの幕屋まくやの立たっている主しゅの所有しょゆうの地ちに渡わたってきて、われわれのうちに、所有しょゆうの地ちを獲えなさい。ただ、われわれの神かみ、主しゅの祭壇さいだんのほかに、自分じぶんのために祭壇さいだんを築きずいて、主しゅにそむき、またわれわれをそむく者ものとならせないでください。 20ゼラの子こアカンは、のろわれた物ものについて、とがを犯おかし、それがためイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうに、怒いかりが臨のぞんだではないか。またその罪つみによって滅ほろびた者ものは、彼かれひとりではなかった』」。
    


    
      21その時とき、ルベンの子孫しそん、ガドの子孫しそん、およびマナセの半はん部族ぶぞくは、イスラエルの氏族しぞくのかしらたちに答こたえて言いった、 22「力ちからある者もの、神かみ、主しゅ。力ちからある者もの、神かみ、主しゅ。主しゅは知しろしめす。イスラエルもまた知しらなければならない。もしそれがそむくことであり、あるいは主しゅに罪つみを犯おかすことであるならば、きょう、われわれをゆるさないでください。 23われわれが祭壇さいだんを築きずいたことが、もし主しゅに従したがうことをやめるためであり、またその上うえに、燔祭はんさい、素祭そさいをささげるためであり、あるいはまたその上うえに、酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいをささげるためであったならば、主しゅみずから、その罪つみを問といただしてください。 24しかし、われわれは次つぎのことを考かんがえてしたのです。すなわち、のちの日ひになって、あなたがたの子孫しそんが、われわれの子孫しそんにむかって言いうことがあるかも知しれません、『あなたがたは、イスラエルの神かみ、主しゅと、なんの関係かんけいがあるのですか。 25ルベンの子孫しそんと、ガドの子孫しそんよ、主しゅは、あなたがたと、われわれとの間あいだに、ヨルダンを境さかいとされました。あなたがたは主しゅの民たみの特権とっけんがありません』。こう言いって、あなたがたの子孫しそんが、われわれの子孫しそんに、主しゅを拝おがむことをやめさせるかも知しれないので、 26われわれは言いいました、『さあ、われわれは一つの祭壇さいだんを築きずこう。燔祭はんさいのためではなく、また犠牲ぎせいのためでもなく、 27ただあなたがたと、われわれとの間あいだ、およびわれわれの後のちの子孫しそんの間あいだに、証拠しょうことならせて、われわれが、燔祭はんさいと犠牲ぎせい、および酬恩祭しゅうおんさいをもって、主しゅの前まえで、主しゅにつとめをするためである。こうすれば、のちの日ひになって、あなたがたの子孫しそんが、われわれの子孫しそんに、「あなたがたは主しゅの民たみの特権とっけんがありません」とは言いわないであろう』。 28またわれわれは言いいました、『のちの日ひに、われわれ、またわれわれの子孫しそんが、もしそのようなことを言いわれるならば、その時とき、われわれは言いおう、「われわれの先祖せんぞが造つくった主しゅの祭壇さいだんの型かたをごらんなさい。これは燔祭はんさいのためではなく、また犠牲ぎせいのためでもなく、あなたがたと、われわれとの間あいだの証拠しょうこである」。 29主しゅにそむき、ひるがえって今日こんにち、主しゅに従したがうことをやめて、われわれの神かみ、主しゅの幕屋まくやの前まえにある祭壇さいだんのほかに、燔祭はんさい、素祭そさい、または犠牲ぎせいをささげるための祭壇さいだんを築きずくようなことは、決けっしていたしません』」。
    


    
      30祭司さいしピネハス、および会衆かいしゅうのつかさたち、すなわち彼かれと共ともに行いったイスラエルの氏族しぞくのかしらたちは、ルベンの子孫しそん、ガドの子孫しそん、およびマナセの子孫しそんが語かたった言葉ことばを聞きいて、それを良よしとした。 31そして祭司さいしエレアザルの子こピネハスは、ルベンの子孫しそん、ガドの子孫しそん、およびマナセの子孫しそんに言いった、「今日こんにち、われわれは、主しゅがわれわれのうちにいますことを知しった。あなたがたが、主しゅにむかって、このとがを犯おかさなかったからである。あなたがたは今いま、イスラエルの人々ひとびとを、主しゅの手てから救すくい出だしたのです」。
    


    
      32こうして祭司さいしエレアザルの子こピネハスと、つかさたちは、ルベンの子孫しそん、およびガドの子孫しそんに別わかれて、ギレアデの地ちからカナンの地ちに帰かえり、イスラエルの人々ひとびとのところに行いって復命ふくめいしたので、 33イスラエルの人々ひとびとはそれを良よしとした。そしてイスラエルの人々ひとびとは神かみをほめたたえ、ルベンの子孫しそん、およびガドの子孫しそんの住すんでいる国くにを滅ほろぼすために攻せめ上のぼろうとは、もはや言いわなかった。 34ルベンの子孫しそんとガドの子孫しそんは、その祭壇さいだんを「あかし」と名なづけて言いった、「これは、われわれの間あいだにあって、主しゅが神かみにいますというあかしをするものである」。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1主しゅがイスラエルの周囲しゅういの敵てきを、ことごとく除のぞいて、イスラエルに安息あんそくを賜たまわってのち、久ひさしくたち、ヨシュアも年としが進すすんで老おいた。 2ヨシュアはイスラエルのすべての人ひと、その長老ちょうろう、かしらたち、さばきびと、つかさびとたちを呼よび集あつめて言いった、「わたしは年ねんも進すすんで老人ろうじんとなった。 3あなたがたは、すでにあなたがたの神かみ、主しゅが、このもろもろの国くにびとに行おこなわれたすべてのことを見みた。あなたがたのために戦たたかわれたのは、あなたがたの神かみ、主しゅである。 4見みよ、わたしはヨルダンから、日ひの入いる方ほう、大海たいかいまでの、このもろもろの残のこっている国々くにぐにと、すでにわたしが滅ほろぼし去さったすべての国々くにぐにを、くじをもって、あなたがたに分わけ与あたえ、あなたがたの各かく部族ぶぞくの嗣し業ぎょうとさせた。 5あなたがたの前まえから、その国民こくみんを打うち払はらい、あなたがたの目めの前まえから追おい払はらわれるのは、あなたがたの神かみ、主しゅである。そしてあなたがたの神かみ、主しゅが約束やくそくされたように、あなたがたは彼かれらの地ちを獲えるであろう。 6それゆえ、あなたがたは堅かたく立たって、モーセの律法りっぽうの書しょにしるされていることを、ことごとく守まもって行おこなわなければならない。それを離はなれて右みぎにも左ひだりにも曲まがってはならない。 7あなたがたのうちに残のこっている、これらの国民こくみんと交まじってはならない。彼かれらの神々かみがみの名なを唱となえてはならない。それをさして誓ちかってはならない。またそれに仕つかえ、それを拝おがんではならない。 8ただ、今日こんにちまでしてきたように、あなたがたの神かみ、主しゅにつき従したがわなければならない。 9主しゅが大おおいなる強つよき国民こくみんを、あなたがたの前まえから追おい払はらわれた。あなたがたには今日こんにちまで、立たち向むかうことのできる者ものは、ひとりもなかった。 10あなたがたのひとりは、千人にんを追おい払はらうことができるであろう。あなたがたの神かみ、主しゅが約束やくそくされたように、みずからあなたがたのために戦たたかわれるからである。 11それゆえ、あなたがたは深ふかく慎つつしんで、あなたがたの神かみ、主しゅを愛あいさなければならない。 12しかし、あなたがたがもしひるがえって、これらの国民こくみんの、生いき残のこって、あなたがたの中なかにとどまる者ものどもと親したしくなり、これと婚姻こんいんし、ゆききするならば、 13あなたがたは、しかと知しらなければならない。あなたがたの神かみ、主しゅは、もはや、これらの国民こくみんをあなたがたの前まえから、追おい払はらうことをされないであろう。彼かれらは、かえって、あなたがたのわなとなり、網あみとなり、あなたがたのわきに、むちとなり、あなたがたの目めに、とげとなって、あなたがたはついに、あなたがたの神かみ、主しゅが賜たまわったこの良よい地ちから、滅ほろびうせるであろう。
    


    
      14見みよ、今日こんにち、わたしは世よの人ひとのみな行いく道みちを行いこうとする。あなたがたがみな、心こころのうちにまた、肝きもに銘めいじて知しっているように、あなたがたの神かみ、主しゅが、あなたがたについて約束やくそくされたもろもろの良よいことで、一つも欠かけたものはなかった。みなあなたがたに臨のぞんで、一つも欠かけたものはなかった。 15しかし、あなたがたの神かみ、主しゅがあなたがたについて約束やくそくされた、もろもろの良よいことが、あなたがたに臨のぞんだように、主しゅはまた、もろもろの悪わるいことをあなたがたに下くだして、あなたがたの神かみ、主しゅが賜たまわったこの良よい地ちから、ついに、あなたがたを滅ほろぼし断たたれるであろう。 16もし、あなたがたの神かみ、主しゅが命めいじられたその契約けいやくを犯おかし、行いって他たの神々かみがみに仕つかえ、それを拝おがむならば、主しゅはあなたがたにむかって怒いかりを発はっし、あなたがたは、主しゅが賜たまわった良よい地ちから、すみやかに滅ほろびうせるであろう」。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1ヨシュアは、イスラエルのすべての部族ぶぞくをシケムに集あつめ、イスラエルの長老ちょうろう、かしら、さばきびと、つかさたちを召めし寄よせて、共ともに神かみの前まえに進すすみ出でた。 2そしてヨシュアはすべての民たみに言いった、「イスラエルの神かみ、主しゅは、こう仰おおせられる、『あなたがたの先祖せんぞたち、すなわちアブラハムの父ちち、ナホルの父ちちテラは、昔むかし、ユフラテ川かわの向むこうに住すみ、みな、ほかの神々かみがみに仕つかえていたが、 3わたしは、あなたがたの先祖せんぞアブラハムを、川かわの向むこうから連つれ出だして、カナンの全ぜん地ちを導みちびき通とおり、その子孫しそんを増ました。わたしは彼かれにイサクを与あたえ、 4イサクにヤコブとエサウを与あたえ、エサウにはセイルの山地さんちを与あたえて、所有しょゆうとさせたが、ヤコブとその子こ供ともたちはエジプトに下くだった。 5わたしはモーセとアロンをつかわし、またエジプトのうちに不思議ふしぎをおこなって、これに災わざわいを下くだし、その後のちあなたがたを導みちびき出だした。 6わたしはあなたがたの父ちちたちを、エジプトから導みちびき出だし、あなたがたが海うみにきたとき、エジプトびとは、戦車せんしゃと騎兵きへいとをもって、あなたがたの父ちちたちを紅海こうかいに追おってきた。 7そのとき、あなたがたの父ちちたちが主しゅに呼よばわったので、主しゅは暗くらやみをあなたがたとエジプトびととの間あいだに置おき、海うみを彼かれらの上うえに傾かたむけて彼かれらをおおわれた。あなたがたは、わたしがエジプトでしたことを目めで見みた。そして長ながい間あいだ、荒野あらのに住すんでいた。 8わたしはまたヨルダンの向むこう側がわに住すんでいたアモリびとの地ちに、あなたがたを導みちびき入いれた。彼かれらはあなたがたと戦たたかったので、わたしは彼かれらをあなたがたの手てに渡わたして、彼かれらの地ちを獲えさせ、彼かれらをあなたがたの前まえから滅ほろぼし去さった。 9ついで、モアブの王おうチッポルの子こバラクが立たって、イスラエルに敵てきし、人ひとをつかわし、ベオルの子こバラムを招まねき、あなたがたをのろわせようとしたが、 10わたしがバラムに聞きこうとしなかったので、彼かれは、かえって、あなたがたを祝福しゅくふくした。こうしてわたしは彼かれの手てからあなたがたを救すくい出だした。 11そしてあなたがたは、ヨルダンを渡わたって、エリコにきたが、エリコの人々ひとびとはあなたがたと戦たたかい、アモリびと、ペリジびと、カナンびと、ヘテびと、ギルガシびと、ヒビびと、およびエブスびとも、あなたがたと戦たたかったが、わたしは彼かれらをあなたがたの手てに渡わたした。 12わたしは、あなたがたの前まえに、くまばちを送おくって、あのアモリびとのふたりの王おうを、あなたがたの前まえから追おい払はらった。これはあなたがたのつるぎ、または、あなたがたの弓ゆみによってではなかった。 13そしてわたしは、あなたがたが自分じぶんで労ろうしなかった地ちを、あなたがたに与あたえ、あなたがたが建たてなかった町まちを、あなたがたに与あたえた。そしてあなたがたはいまその所ところに住すんでいる。あなたがたはまた自分じぶんで作つくらなかったぶどう畑はたけと、オリブ畑はたけの実みを食たべている』。
    


    
      14それゆえ、いま、あなたがたは主しゅを恐おそれ、まことと、まごころと、真実しんじつとをもって、主しゅに仕つかえ、あなたがたの先祖せんぞが、川かわの向むこう、およびエジプトで仕つかえた他たの神々かみがみを除のぞき去さって、主しゅに仕つかえなさい。 15もしあなたがたが主しゅに仕つかえることを、こころよしとしないのならば、あなたがたの先祖せんぞが、川かわの向むこうで仕つかえた神々かみがみでも、または、いまあなたがたの住すむ地ちのアモリびとの神々かみがみでも、あなたがたの仕つかえる者ものを、きょう、選えらびなさい。ただし、わたしとわたしの家いえとは共ともに主しゅに仕つかえます」。
    


    
      16その時とき、民たみは答こたえて言いった、「主しゅを捨すてて、他たの神々かみがみに仕つかえるなど、われわれは決けっしていたしません。 17われわれの神かみ、主しゅがみずからわれわれと、われわれの先祖せんぞとを、エジプトの地ち、奴隷どれいの家いえから導みちびき上のぼり、またわれわれの目めの前まえで、あの大おおいなるしるしを行おこない、われわれの行いくすべての道みちで守まもり、われわれが通とおったすべての国民こくみんの中なかでわれわれを守まもられたからです。 18主しゅはまた、この地ちに住すんでいたアモリびとなど、すべての民たみを、われわれの前まえから追おい払はらわれました。それゆえ、われわれも主しゅに仕つかえます。主しゅはわれわれの神かみだからです」。
    


    
      19しかし、ヨシュアは民たみに言いった、「あなたがたは主しゅに仕つかえることはできないであろう。主しゅは聖せいなる神かみであり、ねたむ神かみであって、あなたがたの罪つみ、あなたがたのとがを、ゆるされないからである。 20もしあなたがたが主しゅを捨すてて、異ことなる神々かみがみに仕つかえるならば、あなたがたにさいわいを下くだされたのちにも、ひるがえってあなたがたに災わざわいをくだし、あなたがたを滅ほろぼしつくされるであろう」。 21民たみはヨシュアに言いった、「いいえ、われわれは主しゅに仕つかえます」。 22そこでヨシュアは民たみに言いった、「あなたがたは主しゅを選えらんで、主しゅに仕つかえると言いった。あなたがたみずからその証人しょうにんである」。彼かれらは言いった、「われわれは証人しょうにんです」。 23ヨシュアはまた言いった、「それならば、あなたがたのうちにある、異ことなる神々かみがみを除のぞき去さり、イスラエルの神かみ、主しゅに、心こころを傾かたむけなさい」。 24民たみはヨシュアに言いった、「われわれの神かみ、主しゅに、われわれは仕つかえ、その声こえに聞ききしたがいます」。 25こうしてヨシュアは、その日ひ、民たみと契約けいやくをむすび、シケムにおいて、定さだめと、おきてを、彼かれらのために設もうけた。 26ヨシュアはこれらの言葉ことばを神かみの律法りっぽうの書しょにしるし、大おおきな石いしを取とって、その所ところで、主しゅの聖所せいじょにあるかしの木きの下したにそれを立たて、 27ヨシュアは、すべての民たみに言いった、「見みよ、この石いしはわれわれのあかしとなるであろう。主しゅがわれわれに語かたられたすべての言葉ことばを、聞きいたからである。それゆえ、あなたがたが自分じぶんの神かみを捨すてることのないために、この石いしが、あなたがたのあかしとなるであろう」。 28こうしてヨシュアは民たみを、おのおのその嗣し業ぎょうの地ちに帰きし去さらせた。
    


    
      29これらの事ことの後のち、主しゅのしもべ、ヌンの子こヨシュアは百十歳さいで死しんだ、 30人々ひとびとは彼かれをその嗣し業ぎょうの地ちのうちのテムナテ・セラに葬ほうむった。テムナテ・セラは、エフライムの山地さんちで、ガアシ山やまの北きたにある。
    


    
      31イスラエルはヨシュアの世よにある日ひの間あいだ、また主しゅがイスラエルのために行おこなわれたもろもろのことを知しっていて、ヨシュアのあとに生いき残のこった長老ちょうろうたちが世よにある日ひの間あいだ、つねに主しゅに仕つかえた。
    


    
      32イスラエルの人々ひとびとが、エジプトから携たずさえ上のぼったヨセフの骨ほねは、むかしヤコブが銀ぎん百枚まいで、シケムの父ちちハモルの子こらから買かい取とったシケムのうちの地所じしょの一部いちぶに葬ほうむられた。これはヨセフの子孫しそんの嗣し業ぎょうとなった。
    


    
      33アロンの子こエレアザルも死しんだ。人々ひとびとは彼かれを、その子こピネハスに与あたえられた町まちで、エフライムの山地さんちにあるギベアに葬ほうむった。
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